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日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

二

は
じ
め
に
（
問
題
の
所
在
）

本
稿
は
、
本
年
（
二
〇
一
七
年
）
一
月
二
四
日
に
下
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
〝
ミ
ラ
ー
事
件

（
1
）

〞
の
最
高
裁
判
所
判
決
で
争
わ
れ
た
憲
法
上
の

意
味
、
⑴
ひ
と
つ
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
の
憲
法
的
意
味
、
と
り
わ

け
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
基
本
原
理
で
あ
る
議
会
主
権
の
下
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
の
法
的
意
味
、
す
な
わ
ち
、
選
挙
民
の
多
数
が
出
し

た
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
意
思
表
明
は
議
会
主
権
を
法
的
に
拘
束
す
る
効
果
を
持
つ
の
か
持
た
な
い
の
か
、
⑵
二
つ
目
は
、
政
府
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

五
〇
条
に
基
づ
く
脱
退
通
告
す
る
に
際
し
て
依
拠
し
よ
う
と
し
た
国
王
大
権
と
は
如
何
な
る
も
の
で
、
同
じ
く
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果

を
受
け
、
離
脱
大
臣
が
、
議
会
か
ら
の
事
前
の
承
認
な
し
に
、
即
、
欧
州
理
事
会
へ
の
Ｅ
Ｕ
脱
退
通
告
を
し
よ
う
と
す
る
行
為
は
、
憲
法

上
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
中
心
に
考
察
す
る
。

加
え
て
、
⑶
議
会
主
権
と
Ｅ
Ｕ
法
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
（F

actortam
e

）
事
件
貴
族
院
判
決

（
2
）

以
来
、

イ
ギ
リ
ス
の
司
法
部
が
展
開
し
て
き
た
判
例
の
傾
向
に
本
件
最
高
裁
判
決
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
か
も
、
併
せ
て
考
察
し

た
い
。
具
体
的
に
は
、
同
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
判
決
以
降
二
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
に

向
け
て
、
議
会
主
権
の
ダ
イ
シ
ー
伝
統
に
変
革
を
も
た
ら
す
方
向
に
限
り
な
く
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
の
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
も
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
判
例
法
の
発
展
の
可
能
性
は
「（
未
解
決
の
ま
ま
）
不
確
実
性
を
残
す

結
果
」
と
な
り
、
マ
ー
ク
・
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
も
「（
こ
の
こ
と
は
）
異
様
に
映
る

（
3
）

」
と
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り

考
察
し
た
い
。
な
お
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
に
伴
うG

reat R
epeal B

ill

（
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
廃
止
法
案
）
及
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
等
の
地

方
分
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
論
稿
を
進
め
る
中
で
、
必
要
な
限
り
、
付
言
す
る
に
留
め
た
い
。

（
二
五
四
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

三

一
．
本
件
提
訴
に
至
る
経
緯
と
背
景

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
五
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
（
国
民
投
票
法E
uropean U

nion R
eferendum

 A
ct 2015

）
が
制
定
さ
れ
、
翌
年

二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
引
き
続
き
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
と
し
て
残
留
す
る
の
か
、
離
脱
す
る
の
か
を
問
う
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
（
国
民
投
票
）
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
僅
差
で
は
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
支
持
が
残
留
支
持
を
上
回
り
、
国
民
よ
り

B
rexit

を
支
持
す
る
結
果
が
出
さ
れ
た

（
4
）

。
こ
れ
を
受
け
て
こ
れ
ま
で
残
留
を
訴
え
て
き
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
は
六
月
二
四
日
朝
、
引

責
す
る
形
で
辞
意
を
表
明
し
た
。
同
首
相
は
、（
リ
ス
ボ
ン
条
約
発
効
後
の
）
Ｔ
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
を
発
動
し
、
二
年
に
渡
る
Ｅ
Ｕ
と
の

脱
退
条
件
を
交
渉
す
る
の
は
、
新
首
相
の
役
目
に
な
る
と
述
べ
た
。
七
月
一
三
日
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
（
前
）
首
相
が
退
陣
し
、
代
わ
っ
て
、

メ
イ
（T

heresa M
ary M

ay

）
前
内
務
相
が
新
首
相
に
就
任
し
、
Ｅ
Ｕ
脱
退
の
手
続
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
一
七
年
一
月
一
七
日
、
英
国
の
メ
イ
首
相
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
の
交
渉
方
針
に
関
す
る
演
説
を
行
っ
た
。
大
方
の
予
想
で
は
、

一
定
分
野
で
単
一
市
場
の
取
り
決
め
が
維
持
さ
れ
る
、
部
分
的
な
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
探
る
の
で
は
と
の
憶
測
も
あ
っ
た
が
、
新
首
相
は
、
そ
の

よ
う
な
ソ
フ
ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
穏
健
離
脱
）
を
明
確
に
否
定
、
ハ
ー
ド
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
強
硬
離
脱
）
を
目
標
に
掲
げ
た

（
5
）

。
そ
の
前
年
、

二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
開
催
中
の
与
党
保
守
党
の
党
大
会
で
、
メ
イ
首
相
は
来
年
三
月
末
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
交

渉
を
始
め
る
た
め
、
Ｔ
Ｅ
Ｕ
条
約
五
〇
条

（
6
）

を
発
動
さ
せ
る
と
言
明
し
た

（
7
）

。

こ
れ
に
対
し
て
ジ
ー
ナ
・
ミ
ラ
ー

（
8
）（G

ina M
iller

）
及
び
デ
イ
ル
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

（
9
）（D

eir D
os S

antos

）
ら
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
に

よ
り
こ
れ
ま
で
享
受
し
て
き
た
Ｅ
Ｕ
法
上
の
権
利
を
著
し
く
失
う
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
、
政
府
に
は
議
会
の
事
前
の
承
認
な

し
に
通
告
を
出
す
権
限
は
有
し
な
い
と
高
等
法
院
に
訴
え
を
申
し
立
て
た
。

（
二
五
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

四

政
府
を
代
表
し
て
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
大
臣
は
、
政
府
に
は
、
一
九
七
二
年
欧
州
共
同
体
法
（E

uropean C
om

m
unities A

ct 1972, 

以
下
、

「
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
」
と
称
す
る
）
の
規
定
上
、
黙
示
的
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
を
受
け
て
Ｅ
Ｕ
へ
脱
退
通
告
し
、
脱
退
交
渉
す
る

大
権
行
使
（the exercise of prerogatives

）
は
許
さ
れ
て
い
る
と
反
論
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
高
等
法
院
合
議
法
廷
（D

ivisional C
ourt, L

ord T
hom

as L
C
J, S

ir T
errence E

therton M
R
 and S

ales L
J

）
は
、

二
〇
一
六
年
一
一
月
三
日
、
政
府
の
主
張
を
斥
け
、
脱
退
手
続
き
を
開
始
す
る
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
を
同
政
府
が
発
動
す
る
に
は
、
議
会

制
定
法
に
よ
る
議
会
の
事
前
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
た
。
担
当
大
臣
は
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
最
高
裁
判
所
に
（
飛

越
）
上
訴
し
た
。

二
〇
一
七
年
一
月
二
四
日
の
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
高
等
法
院
合
議
法
廷
判
決
を
支
持
し
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
よ
れ
ば
、
政
府

が
大
権
行
使
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
通
告
を
す
る
に
は
議
会
制
定
法
に
よ
る
事
前
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
明
文

か
つ
明
白
な
文
言
に
よ
ら
な
い
限
り
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
で
言
え
る
こ
と
は
、
一
審
で
あ
る
高
等
法
院
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
最
高
裁
で
問
題
に
な
っ
た
争
点
を
端
的
に
述
べ
れ
ば
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
る
国
民
の
回
答
、
す
な
わ
ち
政
治
的
主
権
を
有
す
る
国
民
の
意
思
を
ど
う
考
え
る
か
、
端
的
に
は
こ
の
政
治
的
主

権
を
有
す
る
国
民
の
意
思
が
法
的
主
権
を
有
す
る
議
会
を
拘
束
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
さ
ら
に
は
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
事
前
の
承
認

を
待
た
ず
に
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
上
、
国
王
大
権
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
の
通
告
を
行
う
こ
と
は
可
能
と
し
た
政
府
の
主
張
は
正
し

い
か
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
可
否
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
最
大
の
ド
グ
マ
で
あ
る
議
会
主
権
を
ど
う
考
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
と
集
約

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
本
件
で
は
直
接
の
争
点
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
七
三
年
、
当
時
の
拡
大
Ｅ
Ｃ
に
加
盟
し
て
以
来
、
二
つ
の

（
二
五
六
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

五

原
理
的
に
対
立
す
る
矛
盾
、
す
な
わ
ち
、
一
方
に
議
会
主
権
の
原
理
、
他
方
に
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
の
原
理
。
こ
の
対
立
す
る
課
題
を
原
理

的
に
ど
う
解
決
を
図
る
か
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
の
最
大
の
課
題
に
、
一
九
九
〇
年
の
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
で
、
議
会
主
権
は
自
発

的
な
制
約
を
引
き
受
け
た
と
み
る
画
期
的
な
貴
族
院
判
決
が
現
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
た
び
の
最
高
裁
判
決

は
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
の
貴
族
院
判
決
以
来
の
判
例
の
動
向
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
与
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
後
述
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ミ
ラ
ー
事
件
に
お
け
る
政
府
側
の
主
張
を
斥
け
る
一
月
二
四
日
の
最
高
裁
の
判
決
を
受
け
て
、
直
ち
に
、
政
府
は
、

同
年
一
月
二
六
日
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
（
二
〇
一
六
年
│
一
七
年
会
期
に
）
の
庶
民
院
に
「
Ｅ
Ｕ
（
脱
退
通
告
）
法
案

（
10
）

」
を
提
出
し
た
。
こ
の
法

案
は
、
一
般
的
にB

rexit B
ill

と
呼
ば
れ
、
欧
州
審
議
会
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
〇
条
二
項
に
基
づ
く
正
式
な
脱
退
通
告
を
提

出
す
る
権
限
を
首
相
に
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
本
法
案
の
短
称
（a short title

）
は
「
Ｅ
Ｕ
（
脱
退
通
告
）
法
案
」
で
あ
る
が
、

長
称
（a long title

）
に
よ
れ
ば
、
本
法
案
は
、「
首
相
が
、
Ｔ
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
二
項
に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
の

意
思
を
通
告
す
る
権
限
を
付
与
す
る
法
」
と
あ
る
。
上
院
で
あ
る
貴
族
院
は
修
正
案

（
11
）

を
可
決
し
た
が
、
庶
民
院
は
（
脱
退
交
渉
の
足
か
せ
に

な
る
と
し
て
）
こ
れ
を
斥
け
、
二
〇
一
七
年
三
月
一
三
日
、
本
法
案
を
原
案
通
り
可
決
。
同
法
案
は
、
同
月
一
六
日
に
女
王
の
裁
可
を
得

て
、
成
立
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
メ
イ
首
相
は
憂
い
な
く
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
の
交
渉
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
三
月
二
〇
日
、
同
首

相
は
、
条
約
第
五
〇
条
に
基
づ
き
欧
州
理
事
会
へ
脱
退
交
渉
を
正
式
に
開
始
さ
せ
る
通
知
を
同
月
二
九
日
に
行
う
と
の
声
明
を
発
表
。
同

日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
声
明
通
り
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
正
式
に
通
告
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
七
三
年
に
時
の
拡
大
Ｅ
Ｃ

に
加
盟
し
て
以
来
、
四
四
年
目
に
し
て
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
二
年
に
及
ぶ
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
時
計

（
12
）

（B
rexit clock

）
の

（
二
五
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

六

針
は
時
を
刻
み
始
め
た
。

二
．
ミ
ラ
ー
事
件
の
高
等
法
院
合
議
法
廷
判
決

（
13
）

1
．
高
等
法
院
合
議
法
廷
判
決
（
14
）（

一
審
）

（
事
実
概
要
）

二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
国
民
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
に
過
半
数
を
超
え
る
賛
成
を
表
示
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
政
府
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
、
二
〇
一
七
年
三
月
末
ま
で
に
Ｔ
Ｅ
Ｕ
五
〇
条
に
基
づ
き
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
通
告

す
る
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ミ
ラ
ー
ら
（
正
式
に
は
申
立
人
で
あ
る
が
一
審
判
決
の
中
で
はclaim

ants

、
即
ち
原
告
と
称
さ
れ
て
い
る
）

は
Ｅ
Ｕ
離
脱
大
臣
を
相
手
取
り
、
政
府
に
は
議
会
に
事
前
の
承
認
な
く
、
国
王
大
権
の
行
使
に
依
っ
て
Ｅ
Ｕ
脱
退
交
渉
に
入
る
権
限
は
な

い
と
高
等
法
院
に
提
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
大
臣
は
前
述
し
た
よ
う
に
国
王
大
権
に
基
づ
く
権
限
あ
り
と
反
論
し
た
。

（
争
点
）

本
件
に
お
け
る
唯
一
の
問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
問
題
と
し
て
、
国
王
は
│
今
日
、
執
行
機
関
で
あ
る
が
│
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
の
一

員
で
あ
る
こ
と
を
停
止
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｅ
Ｕ
五
〇
条
に
基
づ
く
脱
退
通
告
を
行
う
そ
の
国
王
大
権
を
も
ち
う
る
権
限
が
あ
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。

（
一
審
判
旨
）

高
等
法
院
合
議
法
廷
（
ト
ー
マ
ス
首
席
判
事
卿L

ord T
hom

as L
C
J, 

控
訴
院
記
録
長
官
サ
ー
・
テ
レ
ン
スS

ir T
errence E

therton M
R
 

及
び

セ
ー
ル
ズ
控
訴
院
判
事 S

ales L
J

）
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
七
日
、
審
理
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
本
件
は
「
純
粋
に
法
の

（
二
五
八
）
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七

問
題
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
当
法
廷
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
の
功
罪
に
つ
い
て
関
心
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
見
解
を
述
べ
る

こ
と
も
な
い
。
そ
れ
は
政
治
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
政
府
（defendant

）
の
主
張
は
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
な
か
で

議
会
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
文
言
に
も
、
議
会
主
権
と
い
う
基
本
的
な
憲
法
原
理
に
も
反
し
て
お
り
」、
さ
ら
に
「
国
王
大
権
の
行
使
に

依
っ
て
国
王
側
に
Ｔ
Ｅ
Ｕ
五
〇
条
に
基
づ
く
脱
退
を
通
告
し
、
そ
れ
に
よ
り
国
内
法
に
変
更
を
も
た
ら
す
如
何
な
る
権
限
も
な
い
」
と
、

大
臣
敗
訴
を
判
示
し
た
（﹇2016

﹈ E
W

H
C
 2768

）。

2
．
一
審
判
決
の
背
景

⑴　

一
九
七
三
年
一
月
一
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
含
む
当
時
の
欧
州
共
同
体
に
加
盟
し
た
。
共
同
体
法
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
で

効
力
を
付
与
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
議
会
に
第
一
次
立
法
の
制
定
を
要
求
す
る
と
い
う
の
が
加
盟
の
条

件
だ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
議
会
は
一
九
七
二
年
欧
州
共
同
体
法
を
成
立
さ
せ
た
。
欧
州
共
同
体
は
現
在
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑵　

二
〇
一
五
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
法
に
従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
の
か
留
ま
る
の
か
の
問
題
に

関
し
て
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
下
さ
れ
た
回
答
は
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

⑶　

脱
退
の
手
続
き
は
Ｔ
Ｅ
Ｕ
条
約
の
第
五
〇
条
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
た
び
加
盟
国
が
脱
退
通
告
を
行

え
ば
、
脱
退
合
意
を
交
渉
す
る
の
に
二
年
間
の
期
間
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
ま
で
に
合
意
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
全
会
一

致
で
欧
州
理
事
会
と
の
期
間
延
長
の
合
意
に
よ
っ
て
延
長
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
は
当
該
加
盟
国
に
適
用
が
停
止
さ
れ

（
二
五
九
）
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八

る
。
政
府
は
ひ
と
た
び
五
〇
条
に
基
づ
き
脱
退
の
通
知
が
な
さ
れ
れ
ば
、
撤
回
で
き
な
い
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
政
府
は

五
〇
条
が
条
件
付
き
の
通
告
を
認
め
な
い
こ
と
も
承
認
し
て
い
る
：
通
告
は
、
五
〇
条
に
よ
る
交
渉
の
過
程
で
な
さ
れ
た
何
ら
か
の
撤

回
を
承
諾
す
る
の
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑷　

ゆ
え
に
、
ひ
と
た
び
五
〇
条
に
基
づ
く
通
告
が
下
さ
れ
る
と
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
に
よ
っ
て
国
内
法
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
法

に
基
づ
く
権
利
は
五
〇
条
に
よ
る
脱
退
手
続
き
が
完
了
す
れ
ば
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
15
）

。

⑸　

憲
法
原
理
：
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
最
も
基
本
的
な
原
則
は
、
議
会
が
主
権
を
有
し
、
か
つ
、
議
会
の
選
択
す
る
如
何
な
る
法
も
作
り
ま

た
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
議
会
主
権
の
一
側
面
と
し
て
、
何
百
年
も
の
間
、
国
王
│
す
な
わ
ち
現
在
の
政
府

│
は
、
国
王
大
権
の
行
使
に
依
っ
て
議
会
が
制
定
す
る
立
法
を
無
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
、
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
則
は

決
定
的
に
重
要
性
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
政
府
が
依
拠
す
る
一
般
原
則
、
す
な
わ
ち
、
国
際
関
係
の
行
為
と
条
約
を
締
結
す
る
こ
と

及
び
そ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
通
常
、
国
王
大
権
の
権
限
の
範
囲
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
と
の
一
般
原
則
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
か
か

る
一
般
原
則
は
、
国
王
大
権
の
行
使
に
よ
り
、
議
会
の
立
法
を
含
む
国
内
法
に
如
何
な
る
効
力
も
有
し
な
い
。

⑹　

し
か
し
、
本
件
の
場
合
、
も
し
五
〇
条
に
基
づ
く
通
告
が
な
さ
れ
れ
ば
、
必
然
的
結
果
と
し
て
そ
れ
は
国
内
法
を
変
更
す
る
効
果
を

も
つ
こ
と
に
な
る
の
を
政
府
は
認
め
て
い
る
し
、
ま
た
そ
れ
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
。
議
会
が
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
を
制
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
国
内
法
の
一
部
と
し
て
効
力
を
も
つ
と
し
た
Ｅ
Ｕ
法
の
要
素
は
、
脱
退
に
よ
り
や
が
て
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

⑺　

本
件
に
お
け
る
政
府
の
中
核
的
な
主
張
は
、
議
会
が
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
を
制
定
し
た
と
き
、
国
王
は
共
同
体
条
約
（
現
行
の
Ｅ
Ｕ
諸

条
約
）
か
ら
の
脱
退
を
発
効
さ
せ
る
大
権
を
保
持
し
い
る
旨
、
意
図
し
て
い
た
こ
と
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
法
が
イ
ギ
リ
ス
の

（
二
六
〇
）
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九

国
内
法
の
な
か
で
効
力
を
有
し
続
け
る
か
ど
う
か
選
択
す
る
権
限
を
国
王
が
有
す
る
旨
、
意
図
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

三
．
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決

（
16
）

1
．
大
臣
の
上
訴

大
臣
は
一
審
で
あ
る
高
等
法
院
合
議
法
廷
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高
裁
に
上
訴
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
八
対
三
の
多
数
決

で
一
審
を
支
持
し
、
大
臣
の
上
訴
を
棄
却
し
た

（
17
）

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
決
定
を
大
臣
が
通
告
す
る
た
め
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
、
事
前
に
そ
れ
を
承
認
す
る
議
会
制
定
法
が
要
求
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。
各
判
事
の
反
対
意
見
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
下
さ
れ
た
。

他
方
、
分
権
問
題
に
関
し
て
、
多
数
意
見
は
、
一
九
九
八
年
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
（N

orthern Ireland A
ct 1998

、
以
下
Ｎ
Ｉ
Ａ
と
称
す

る
）
の
第
一
条
も
七
五
条
も
本
件
の
助
け
に
は
な
ら
な
い
し
、
ス
ウ
ル
慣
例
（S

ew
el C

onvention

、
後
述
）
は
法
的
に
強
行
し
う
る
義
務

を
生
じ
な
い
と
結
論
付
け
た
。

（
最
高
裁
判
決
理
由
）（
多
数
意
見
）

最
高
裁
は
以
下
の
こ
と
を
考
察
す
る
：
Ｅ
Ｕ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
に
効
力
を
も
た
ら
し
た
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
の
文
言
は
、
事
前
の
議

会
制
定
法
に
よ
る
承
認
な
し
に
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
か
ら
の
脱
退
し
よ
う
と
す
る
大
臣
に
よ
る
権
限
の
行
使
と
一
致
し
な
い
。

⑴　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
条
約
を
締
結
す
る
場
合
、
多
く
の
制
定
法
は
、
対
象
と
す
る
分
野
に
つ
い
て
立
法
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
そ

（
二
六
一
）
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一
〇

の
条
約
に
国
内
法
上
の
効
力
を
付
与
す
る
の
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
も
同
様
の
変
型
手
続
き
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
の

第
二
条

（
18
）

は
、
Ｅ
Ｕ
法
を
イ
ギ
リ
ス
法
の
法
源
の
一
つ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
以
上
の
第
一
次
立
法
に
よ
る
立
法
措
置
を
講
じ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
る
Ｅ
Ｕ
法
を
も
イ
ギ
リ
ス
の
法
源
と
な
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
Ｅ
Ｕ
法
は
議
会

制
定
法
を
含
む
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
す
べ
て
の
国
内
法
源
に
優
位
す
る
（overriding source

）
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
を

承
認
し
た
。
こ
れ
を
知
る
限
り
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
の
効
力
は
憲
法
上
の
意
味
に
お
い
て
前
例
が
な
い
（unprecedented

）
特
徴
を
有

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
（
最
高
裁
判
決
パ
ラ
六
〇
）。
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
も
他
の
如
何
な
る
制
定
法
と
同
様
、
廃
止
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
言
う
な
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
が
効
力
を
有
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
効
力
は
Ｅ
Ｕ
法
が
国
内
法
か
ら
独
立

し
、
か
つ
、
す
べ
て
国
内
法
に
優
位
す
る
法
源
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
六
五
）。
し
た
が
っ
て
、
議
会

が
そ
れ
と
は
異
な
る
決
定
を
し
な
い
限
り
、
議
会
か
ら
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
へ
法
定
立
権
限
の
部
分
的
委
譲
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
立
法
権
限
の

譲
渡
が
起
き
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
六
七
│
六
八
）。

⑵　

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
へ
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
停
止
す
る
結
果
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
国
内
法
の
変
更
を
も
た
ら
し
、
Ｅ
Ｕ
法
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
居
住
者
の
享
受
す
る
諸
権
利
も
危
う
く
な
る
、

と
い
う
の
が
共
通
の
考
え
で
あ
る
（
最
高
裁
判
決
パ
ラ
六
九
）。

⑶　

政
府
は
「
一
九
七
二
年
法
は
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
か
ら
脱
退
す
る
大
臣
の
権
限
を
排
除
し
て
い
な
い
」
と
主
張
し
、
か
つ
「
同
法
第
二
条
は

そ
の
よ
う
な
権
限
を
現
実
に
受
け
容
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
も
、
同
条
は
脱
退
権
が
行
使
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
、
Ｅ
Ｕ
法
に

効
力
を
付
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
（
最
高
裁
判
決
パ
ラ
七
五
）。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ

か
ら
脱
退
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
法
は
も
は
や
イ
ギ
リ
ス
国
内
法
の
一
部
で
は
な
く
な
る
と
い
う
事
実
を
以
て
、
直
ち
に
大
臣
が
事
前
の
承
認

（
二
六
二
）
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一
一

な
し
に
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
離
脱
さ
せ
う
る
、
と
議
会
が
意
図
し
た
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
は

Ｅ
Ｕ
法
の
法
源
と
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
間
違
い
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
体
制
に
根
本
的
な
変
更
を
招
く
（
同
判
決
パ
ラ
七
八
│

八
〇
）。
か
か
る
根
本
的
変
更
は
、
通
告
を
送
達
す
る
こ
と
の
必
須
の
効
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
八
一
）。
イ
ギ
リ
ス

憲
法
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
変
更
は
議
会
の
事
前
の
立
法
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
八
二
）。

⑷　

大
臣
の
国
王
大
権
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
一
方
的
な
脱
退
は
イ
ギ
リ
ス
の
居
住
者
（
イ
ギ
リ
ス
市
民
の
み
な
ら
ず
他
の
加
盟
か
ら
の
Ｅ
Ｕ
市

民
）
か
ら
い
く
つ
か
の
Ｅ
Ｕ
法
に
基
づ
く
国
内
法
上
の
権
利
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
政
府
が
国
王
大
権
に
よ
り
事
前
の

議
会
の
承
認
な
く
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
八
三
）。

⑸　

Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
を
制
定
す
る
と
き
、
大
臣
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
権
限
を
与
え
る
か
否
か
は
議
会
に
と
っ
て
議
論
が
開
か
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
大
臣
に
そ
の
よ
う
な
権
限
が
付
与
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
明
白
な
文
言
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
明
白
な
文
言
が
な
い
ば
か
り
か
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
諸
規
定
は
、
大
臣
に
は
か
か
る
権
限
が
明
示
的
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
八
七
、
八
八
）。
こ
れ
に
つ
い
て
ホ
フ
マ
ン
卿
判
事
がS

im
m
s

事
件
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
：「

基
本
的
な
権
利
と
い
う
も
の
は
制
定
法
の
な
か
で
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
文
言
で
取
り
消
し
得
な
い
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
不
適
切
な

意
味
を
も
つ
含
意
が
民
主
的
手
続
き
の
な
か
で
気
づ
か
ず
に
通
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
余
り
に
大
き
い
リ
ス
ク
が
あ
る
か

ら
で
あ
る

（
19
）

。」

も
し
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
と
な
っ
た
法
案
が
、
大
臣
に
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
か
ら
離
脱
す
る
の
は
自
由
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
と

し
た
ら
、
議
会
が
そ
れ
を
保
障
す
る
た
め
に
明
白
な
文
言
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
し
、
裁
判
所
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
で
あ

（
二
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
二

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
の
第
一
篇
で
、
議
会
が
大
臣
に
国
内
法
の
重
要
な
法
源
で
あ
り
か
つ
重
要
な
国
内

法
上
の
権
利
を
除
去
す
る
条
約
締
結
権
を
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
つ
も
な
く
ま
た
逸
脱
し
た
権
利
を
付
与
し
た
と
議
会
が
明
白
に

意
図
し
た
と
い
う
考
え
を
承
認
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
つ
ま
り
大
臣
に
脱
退
す
る
権
限
を
与
え
る
な
ど
二
条
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て

い
る
は
ず
が
な
い
。
と
い
う
の
も
二
条
は
、
大
臣
が
Ｅ
Ｕ
法
定
立
過
程
に
参
加
し
て
い
る
と
企
図
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
は

そ
れ
と
真
逆
の
こ
と
を
し
て
い
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
九
五
）。

⑹　

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
は
議
院
内
閣
制
を
採
用
し
て
い
る
。
大
臣
が
そ
れ
自
身
の
行
為
に
つ
い
て
議
会
に
説
明
責
任
を
負
い
う
る
と

い
う
事
実
は
、
憲
法
上
論
争
が
あ
り
、
確
実
な
答
え
は
な
い
。
が
、
し
か
し
、
大
臣
は
自
分
の
如
何
な
る
行
為
に
つ
い
て
も
議
会
で
常

に
説
明
責
任
を
求
め
ら
れ
う
る
。
そ
の
場
合
、
大
臣
の
行
為
は
事
後
に
議
会
に
説
明
責
任
を
求
め
ら
れ
る
場
合
と
、
事
前
に
議
会
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
と
に
分
け
ら
れ
、
条
約
か
ら
の
脱
退
と
い
っ
た
憲
法
上
重
要
な
行
為
に
関
連
し
て
い
る
場
合
は
、
後

者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
大
臣
は
事
前
に
議
会
の
同
意
を
得
な
い
限
り
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
権
限
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
（
同

最
高
裁
判
決
パ
ラ
九
二
）。

⑺　

二
〇
一
六
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
は
政
治
的
に
は
極
め
て
重
要
性
が
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
法
的
意
味
は
議
会
が
制
定
法
の
な

か
で
何
を
含
め
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
り
、
今
回
の
二
〇
一
六
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
は
、
結
果
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
国

民
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
投
票
を
求
め
た
の
は
議
会
で
は
あ
っ
た
が
、
結
果
に
対
し

て
ど
う
対
応
す
る
か
は
大
臣
の
問
題
で
あ
る
。
国
民
投
票
の
結
果
を
実
現
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
場
合
、
法
の
変
更
は
イ
ギ
リ
ス
憲

法
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
唯
一
の
や
り
方
で
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
一
六
年
一
二
月
七
日
の
庶
民
院
に
お
け
る
決
議
、
す
な
わ
ち

二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
Ｔ
Ｅ
Ｕ
五
〇
条
に
基
づ
く
通
告
を
な
す
べ
く
大
臣
に
求
め
た
決
議
は
、
上
訴
の
中
で
生
じ
て
い
る
争

（
二
六
四
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

一
三

点
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
政
治
的
行
為
で
あ
る
こ
と
を
政
府
側
も
認
め
て
い
る
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
一
一
六
│
一
二
四
）。

（
反
対
意
見
）

⑴　

こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
意
見
と
し
て
の
リ
ー
ド
卿
判
事
、
こ
れ
に
同
調
す
る
カ
ー
ン
ウ
ォ
ス
卿
判
事
及
び
ヒ
ュ
ー
卿
判
事
の
考
え
は
、

Ｅ
Ｕ
法
は
、
本
来
、
独
立
の
法
の
一
団
で
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
は
Ｅ
Ｕ
法
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
効
力
を
付
与
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
点
で
、
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
適
用
、
ゆ
え
に
Ｅ
Ｕ
の
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
に
つ
い
て
も
本
来
条
件
付
き
だ
っ
た
と
考
え

る
。
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
Ｅ
Ｕ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
に
関
し
て
何
ら
の
要
件
を
課
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
意
思
も
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
ゆ
え
に
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
に
関
し
大
権
行
使
に
条
件
を
課
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ

一
七
七
）。

⑵　

カ
ー
ン
ウ
ォ
ス
卿
判
事
は
、
五
〇
条
二
項
に
基
づ
く
通
告
を
送
達
し
た
か
ら
と
い
っ
て
何
ら
か
の
法
、
ま
た
何
ら
か
の
権
利
に
変
更

を
も
た
ら
す
わ
け
で
な
く
、
当
該
条
項
の
中
で
交
渉
及
び
意
思
決
定
の
本
質
的
に
は
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
に
過
ぎ
な
い

（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
二
五
九
）。
ま
た
、
政
府
は
自
ら
の
交
渉
に
は
議
会
に
説
明
責
任
を
有
し
て
い
る
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
何
ら
か
の

形
式
で
の
第
一
次
立
法
に
よ
る
議
会
の
制
定
な
し
に
は
完
成
し
え
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。

2
．
判
決
理
由
│
地
方
分
権
問
題
（D

evolution issues

）
に
つ
い
て

⑴　

地
方
分
権
問
題
は
、
裁
判
所
に
、
一
九
九
八
年
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
（
Ｎ
Ｉ
Ａ
）
及
び
関
連
す
る
取
り
決
め
の
文
言
が
、
果
た
し
て
、

通
告
が
な
さ
れ
る
前
に
、
第
一
次
立
法
の
制
定
を
求
め
て
い
る
か
、
か
つ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
会
（N

orthern Ireland A
ssem

bly

）

（
二
六
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
四

及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
同
意
を
求
め
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル

ズ
に
お
け
る
地
方
分
権
体
制
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
き
、
分
権
議
会
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
従
う
責
務
を
有
し
、
分
権
議
会
の
同
意
な
し
に
、
分

権
事
項
に
関
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
が
立
法
権
限
を
通
常
、
行
使
し
な
い
と
の
ス
ウ
ル
慣
例
（S

ew
el C

onvention

）
が
あ
る

（
20
）

こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
分
権
諸
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
前
提
で
議
会
が
可
決
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
地
方
分
権
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
加
盟
国
の
ま
ま
残
留
し
続
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
及
び
他
の
外
国
事
項
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
留
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
分

権
さ
れ
た
立
法
部
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
れ
ば
、
分
権
化
さ
れ
た
諸
機
関
の
権
限
を
変
更
し
、
Ｅ
Ｕ
法

に
従
う
責
務
を
除
去
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
一
二
九
│
一
三
〇
）。

⑵ 

判
事
た
ち
の
多
数
に
よ
る
判
断
に
か
ん
が
み
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
に
は
第
一
次
立
法
が
要
求
さ
れ
る
か
。
裁
判
所
は

Ｎ
Ｉ
Ａ
（N

orthern Ireland A
ct 1998

）
が
か
か
る
立
法
の
た
め
裁
量
的
要
件
を
課
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。

⑶ 

Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
判
断
は
Ｎ
Ｉ
Ａ
第
七
五
条
（
公
当
局
に
対
す
る
制
定
法
上
の
義
務
）
の
意
味
の
範
囲
に
お
け
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
関
す
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
臣
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
機
能
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｉ
Ａ
第
一
条
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
位
）
は
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
に
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
に
と
ど
ま
る
か
、
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
部
に
な
る
か
を
決
定
す
る
権
利
を
与
え
て
い

る
（
21
）

が
、
そ
れ
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
憲
法
上
の
地
位
に
他
の
何
ら
か
の
変
更
を
規
律
す
る
条
項
で
は
な
い
。

⑷　

分
権
化
さ
れ
た
権
限
に
効
力
を
付
与
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
の
決
定
に
ス
ウ
ル
慣
例

（
22
）（S

ew
el C

onvention

）
を
適
用
す
る
こ
と

に
関
し
、
当
該
慣
例
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
活
動
に
対
す
る
政
治
的
抑
制
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
ウ
ル
慣
例
は
イ
ギ
リ

ス
憲
法
の
運
営
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
範
囲
と
運
営
を
ど
う
規
制
す
る
か
は
裁
判
所
の
憲
法
上
の
権
限
の
範

（
二
六
六
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

一
五

囲
に
な
い
。
分
権
化
さ
れ
た
立
法
部
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
決
定
に
拒
否
権
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

以
上
で
あ
る
が
、
判
決
理
由
を
検
証
す
る
ま
え
に
上
訴
に
至
る
背
景
を
見
る
。

3
．
上
訴
に
至
る
背
景

⑴　

Ｔ
Ｅ
Ｕ
第
五
〇
条
一
項
は
、
如
何
な
る
加
盟
国
も
そ
れ
自
身
の
憲
法
上
の
要
件
に
従
っ
て
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
決
定
が
で
き
る
と
規

定
し
、
さ
ら
に
同
条
二
項
は
、
離
脱
を
決
定
す
る
加
盟
国
は
、
脱
退
の
意
思
を
欧
州
理
事
会
（the E

uropean C
ouncil

）
に
〝
通
告
〞

し
、
Ｅ
Ｕ
を
規
律
す
る
諸
条
約
（
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
）
が
二
年
以
内
に
当
該
加
盟
国
に
適
用
す
る
の
を
停
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
の
国
民
投
票
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
大
権
行
使
に
依
り
、
欧
州
理
事
会
へ

Ｅ
Ｕ
諸
条
約
か
ら
脱
退
す
る
通
告
を
送
達
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

⑵　

本
上
訴
の
主
た
る
争
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
、
国
王
大
権
に
よ
り
、
か
か
る
通
告
が
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
事
前
の
承
認
な
し
に

法
的
に
政
府
の
大
臣
に
よ
り
下
し
う
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
点
。
最
高
裁
に
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
付
託
、
及
び
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
を
代
表
す
る
法
務
総
裁
（L

ord A
dvocate

）
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
政
府
を
代
表
す
る
法
務
総
裁
（C

ounsel G
eneral

）

か
ら
の
訴
訟
参
加
が
さ
ら
な
る
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
制
定
法
上
彼
ら
に
分
権
さ
れ
た
権
限
の
文
言
上
、
脱

退
の
通
告
が
な
さ
れ
る
前
に
分
権
化
さ
れ
た
立
法
府
へ
の
諮
問
ま
た
は
同
意
を
求
め
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
分
権
問
題
に
対
す
る
政

府
の
権
限
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑶　

イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
の
要
件
は
、
当
事
国
す
べ
て
が
同
意
し
て
い
る
国
内
法
の
問
題
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
事
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
本
訴
訟
に
お
け
る
争
点
は
、
脱
退
の
決
定
が
及
ぼ
す
功
罪
、
つ
ま
り
、
脱
退
ま
で
の
日
程
と
条
件
、
将
来
、
イ

（
二
六
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
六

ギ
リ
ス
と
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
っ
た
政
治
問
題
と
は
関
係
な
い
。

⑷　

原
告
側
（claim

ants

）
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
：
国
王
大
権
が
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
に
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
か

つ
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
れ
ば
国
内
法
に
変
更
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
国
王
大
権
を
拡
大
し
え
な
い
と
い
う
十
分

に
確
立
し
た
原
則
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
最
初
に
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
そ
う
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
脱
退
の
通
告

を
送
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
争
点
を
解
決
す
る
に
は
、
既
存
の
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
諸
義
務
に
国
内
法
上
の
効

力
を
賦
与
し
て
い
る
一
九
七
二
年
欧
州
共
同
体
法
（E
uropean C

om
m
unities A

ct 1972, 

以
下
、
こ
れ
ま
で
通
り
「
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
」
と

称
す
る
）、
そ
の
後
の
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
に
効
力
を
付
与
し
て
い
る
そ
の
後
の
国
会
制
定
法
、
並
び
に
、
二
〇
一
五
年
の
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
法
の
適
切
な
解
釈
如
何
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

⑸　

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
請
求
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
高
等
法
院
のM

aguire J

に
よ
り
審
理
さ
れ
、
当
判
事
は
、
分
権
問
題
に
つ
い
て

は
棄
却
し
た
（﹇2016

﹈ N
IQ

B
 85

）。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
側
を
代
表
し
て
法
務
総
裁
の
申
し
立
て
に
つ
い
て
は
、M

aguire J

は
四
点
を

最
高
裁
判
所
に
付
託
し
た
。
ま
た
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
控
訴
院
は
さ
ら
に
一
つ
の
問
題
を
付
託
し
た
。

四
．
同
事
件
最
高
裁
判
決
の
判
例
評
釈

上
に
述
べ
た
、
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
判
決
理
由
で
紹
介
し
た
多
数
意
見
に
対
し
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授

（
23
）

は
、
同
じ
く
同
判
決
の
な
か
で
反
対
意
見
を
展
開
し
た
リ
ー
ド
卿
判
事
の
反
対
意
見
と
を
対
比
さ
せ
、
興
味
深
い
分
析
を
し
て
い
る
の
で

こ
こ
で
は
同
教
授
の
分
析
を
も
と
に
最
高
裁
判
決
を
評
釈
し
た
い

（
24
）

。

（
二
六
八
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

一
七

1
．
Ｅ
Ｕ
法
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
対
し
て

そ
も
そ
も
多
数
意
見
と
反
対
意
見
の
代
表
者
で
あ
る
リ
ー
ド
卿
判
事
の
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
性
質
と
目
的
の
受
け
止
め
方
に
つ
い
て

一
致
し
て
い
な
い
。
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
に
依
れ
ば
、
多
数
意
見
は
（
上
述
し
た
多
数
意
見
に
よ
る
判
決
理
由
の
1
参
照
）
Ｅ
Ｕ
法
を
イ
ギ
リ
ス

法
の
所
産
（
一
部
）
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
極
め
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
法
が
、
一
九
七
二
年

Ｅ
Ｃ
Ａ
と
い
う
形
式
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
法
を
生
み
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
（
法
源
）。
な
ぜ
な
ら
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
な
し
に
Ｅ
Ｕ
法
は
国
内

法
の
地
位
を
築
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
が
Ｅ
Ｕ
法
に
イ
ギ
リ
ス
国
内
法
上
の
効
力
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、（
Ｅ
Ｕ
法
は
）
そ
れ
自
身
自
律
的
な
法
源
（original source

）
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
結
局
、
Ｅ
Ｕ
法
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
が

生
み
出
し
た
独
立
か
つ
優
位
性
を
有
す
る
法
源
に
過
ぎ
な
い
と
多
数
意
見
は
結
論
づ
け
た
。
こ
の
考
え
は
、
ウ
ェ
イ
ド
教
授
（P

rof., S
ir 

W
illiam

 W
ade

）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
の
古
典
的
と
も
言
え
る
分
析

（
25
）

に
は
必
ず
し
も
合
わ
な
い
が
、
弁
護
可
能
な

考
え
か
も
し
れ
な
い
と
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
述
べ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
意
見
を
提
示
し
た
リ
ー
ド
卿
判
事
は
、
そ
う
と
は
考
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
Ｅ
Ｕ
法
の
効
力
の
源
が
イ
ギ
リ
ス
法
自
身
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
如
何
な
る
意
味
で
も
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
及
び
憲
法
体
制
が
イ
ギ

リ
ス
法
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
見
る
の
は
困
難
に
な
る
。
Ｅ
Ｕ
の
法
制
度
は
、
Ｅ
Ｕ
側
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
自
己
発
生
的
な
法

（generating law

）
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
独
自
の
法
源
で
あ
る
と
す
る
。

果
た
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
多
数
意
見
と
リ
ー
ド
卿
の
よ
う
な
反
対
意
見
を
分
析
し
て
ど
ち
ら
に
軍
配
を
上
げ
る
か
は
、

ミ
ラ
ー
事
件
で
求
め
ら
れ
た
極
め
て
困
難
な
争
点
（thornist issues

）
の
一
つ
だ
っ
た
と
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
指
摘
し
た
う
え
で
、〝
憲

法
上
の
ス
ケ
ー
ル
論
〞（constitutional scale

）
を
中
心
に
展
開
し
て
ゆ
く

（
26
）

。
天
秤
の
一
方
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
憲
法
的
意
味
と
い
う
錘
を
乗
せ
、

（
二
六
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
八

他
方
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
の
意
味
と
い
う
錘
を
乗
せ
て
比
較
考
量
し
て
み
る
。
多
数
意
見
は
、
憲
法
的
言
い
回
し
で
言
う
な
ら
ば
、

一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
も
つ
効
果
は
〝
前
例
の
な
い
も
の
〞
で
あ
っ
た
（“unprecedented ”

）、
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
十
分
に
確
立
さ
れ

た
既
存
の
国
内
法
の
上
に
、
史
上
初
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
国
際
的
法
源
が
移
植
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
議
会
と
裁
判
所
の
上
に
と

言
っ
て
も
い
い
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
は
、
Ｅ
Ｕ
法
が
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
法
に
組

み
入
れ
た
瞬
間
に
起
き
た
も
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
甚
大
な
憲
法
上
の
変
更
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
と

い
う
重
荷
を
一
方
の
秤
に
乗
せ
た
と
き
の
重
さ
を
指
摘
し
て
、
多
数
意
見
は
次
の
よ
う
に
言
う
：
し
た
が
っ
て
、
も
し
担
当
大
臣
の
決
定

や
行
為
に
よ
っ
て
の
み
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
体
制
に
計
り
知
れ
な
い
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、

他
方
の
秤
に
乗
せ
た
憲
法
原
理
、
そ
れ
は
積
年
に
渡
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
重
い
憲
法
原
理
を
揺
る
が
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
と
一
致

し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の
理
由
づ
け
は
、
政
府
側
そ
し
て
リ
ー
ド
卿
判
事
の
反
対
意
見
に
対
す
る
ス
ケ
ー
ル
論
に
よ
る
回
答
で
も
あ
っ
た

は
ず
、
と
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
指
摘
す
る

（
27
）

。
す
な
わ
ち
、
リ
ー
ド
卿
ら
反
対
意
見
か
ら
み
れ
ば
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
中
で
イ

ギ
リ
ス
の
有
す
る
Ｅ
Ｕ
上
の
諸
義
務
が
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
前
提
な
し
に
、
か
つ
、
条
件
づ
け
る
こ
と
も
な
し
に
（
重
い
か

軽
い
か
区
別
す
る
こ
と
な
く
）、
そ
れ
ら
諸
義
務
に
効
力
を
付
与
し
た
と
す
る
以
上
の
何
物
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
言
う
な
ら
ば
、

Ｅ
Ｃ
Ａ
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
適
用
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
条
件
づ
け
ら
れ
る
か
を
規
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
多
数
意
見
の
取
っ

た
憲
法
上
の
ス
ケ
ー
ル
論
は
そ
の
よ
う
な
リ
ー
ド
卿
ら
の
反
対
意
見
に
対
す
る
回
答
だ
っ
た
に
違
い
な
い
と
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
い
う
。

か
く
し
て
多
数
意
見
は
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
が
作
る
Ｅ
Ｕ
法
に
対
す
る
変
更
を
受
け
入
れ
る
一
方
、
Ｅ
Ｕ
法
に
由

来
す
る
特
定
の
権
利
や
義
務
の
廃
止
に
伴
う
変
更

（
28
）

を
も
意
味
す
る
〝
完
全
な
脱
退
〞（com

plete w
ithdraw

al

）
の
可
能
性
を
あ
ら
か
じ
め

（
二
七
〇
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

一
九

規
定
す
る
目
的
も
性
質
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
た
。
他
方
に
お
い
て
、
反
対
意
見
に
立
つ
リ
ー
ド
卿
判
事
か
ら
す
れ
ば
、

完
全
な
脱
退
も
他
と
区
別
な
く
予
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

2
．
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
五
〇
条
に
照
ら
し
て
大
権
行
使
は
可
能
か

多
数
意
見
か
ら
す
れ
ば
、
一
旦
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
法
が
イ
ギ
リ
ス
法
に
よ
る
所
産
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
、
外
国
関
係
を
実
行
す
る

国
王
大
権
ま
で
こ
れ
に
よ
り
行
使
し
う
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
五
〇
条
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
大
臣
が
行
う
こ
と
は
根
本

的
な
憲
法
に
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
で
き
な
い
と
み
る
。
し
か
し
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
規
定
に
言
及
す
る
こ
と
で
所
与
の

Ｅ
Ｕ
法
上
の
権
利
を
狭
め
た
り
、
除
去
し
た
り
す
る
Ｅ
Ｕ
立
法
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
と
は
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
あ
ま
り
に

大
き
く
異
な
る
と
し
て
両
者
を
区
分
し
よ
う
と
す
る
多
数
意
見
の
考
え
は
正
し
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

反
対
意
見
に
立
つ
リ
ー
ド
卿
判
事
は
正
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
と
反
論
す
る
。
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
依
拠
し
て
完
全
な
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

脱
退
の
も
た
ら
し
う
る
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
の
変
更
と
そ
れ
以
外
の
Ｅ
Ｕ
上
の
権
利
の
変
更
の
区
分
に
つ
い
て
、
リ
ー
ド
卿
判
事
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
：
新
し
い
Ｅ
Ｕ
立
法
か
ら
生
じ
る
Ｅ
Ｕ
法
の
中
身
の
変
更
と
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
の
脱
退
に
起
因
す
る
変
更
の
間
に
如
何

な
る
線
を
引
く
か
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
文
言
に
は
何
の
根
拠
も
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
理
由
に
よ
り
、
リ
ー
ド
卿
は
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
に

依
拠
し
て
、（
大
臣
が
大
権
行
使
に
依
り
）
五
〇
条
の
引
き
金
を
引
く
こ
と
が
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
完
全

に
脱
退
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
、
Ｅ
Ｕ
立
法
の
制
定
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
法
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
を
、（
Ｅ
Ｃ
Ａ
法
上
）
法
的
に

区
分
す
る
問
題
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
見
解
に
立
つ
と
、
Ｅ
Ｕ
法
の
国
内
法
上
の
効
力
を
付
与
す
る
条
件
的
方
式
に
よ
り
、

す
べ
て
の
事
項
が
区
別
な
く
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
す
で
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
の
考
え
が
成
り
立
つ
、
と
リ
ー
ド
卿
は
考
え
る
。

エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
リ
ー
ド
卿
の
解
釈
は
、
自
分
自
身
の
考
え
と
一
致
し
て
い
る
、
と
賛
意
を
表
わ
し
た

（
29
）

。

（
二
七
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

二
〇

3
．
大
権
行
使
に
つ
い
て
議
会
に
対
す
る
大
臣
側
の
説
明
責
任
に
つ
い
て

ま
た
反
対
意
見
の
う
ち
、
カ
ー
ン
ウ
ォ
ス
卿
判
事
は
、
一
審
の
合
議
法
廷
の
多
数
意
見
は
、
ミ
ラ
ー
事
件
の
論
点
を
議
会
主
権
と
大
権

の
間
の
単
純
な
選
択
の
問
題
に
し
て
い
る
。
し
か
し
大
事
な
点
、
す
な
わ
ち
、
大
権
行
使
に
つ
い
て
議
会
に
対
す
る
大
臣
側
の
説
明
責
任

と
い
う
基
本
的
な
重
要
性
を
見
過
ご
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
、
議
会
に
対
す
る
説
明
責
任
の
可
能
性
は
、
所

与
の
国
王
大
権
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
分
析
に
あ
る
程
度
の
影
響
力
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
理
解
を
示
す
。
と
く
に
二
〇
一
六
年
の

一
二
月
に
採
択
さ
れ
た
庶
民
院
の
決
議
、
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
五
〇
条
に
依
拠
す
る
の
を
政
府
に
呼
び
か
け
た

決
議
に
か
ん
が
み
、
カ
ー
ン
ウ
ォ
ス
卿
判
事
は
、
脱
退
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
政
府
の
行
為
を
精
査
と
い
う
通
常
の
責
任
を
議
会
が
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
案
と
い
う
形
式
上
の
手
続
き
を
踏
む
必
要
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
大
臣
に
よ

る
大
権
行
使
に
対
す
る
司
法
審
査
の
強
力
な
武
器
を
弱
め
る
の
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
評
価
し
た

（
30
）

。
だ

が
、
最
高
裁
判
決
の
中
で
こ
の
議
論
は
と
く
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

4
．
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
の
下
で
の
議
会
主
権
の
相
対
化
に
つ
い
て

最
高
裁
の
多
数
意
見
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
第
二
条
は
、
Ｅ
Ｕ
法
を
イ
ギ
リ
ス
法
の
法
源
の
一
つ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
以
上
の
第
一
次
立
法
に
よ
る
立
法
措
置
を
取
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
の
Ｅ
Ｕ
法
も
イ
ギ
リ
ス
の
法
源
と
な
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
の
Ｅ
Ｕ
法
は
議
会
制
定
法
を
含
む
す
べ
て
の
国
内
法
源
に
優
位
す
る
（overriding source

）
と
い
う
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
を
前
述
し
た
よ
う
に
重
く
み
た
上
で
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
効
力
は
憲
法
上
の
意
味
に
お

い
て
先
例
が
な
い
（unprecedented

）
ほ
ど
と
て
つ
も
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
た
（
同
最
高
裁
判
決
パ
ラ
六
〇
）
こ
と
は
別
な
意

味
で
評
価
に
値
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
を
承
認
し
て
い
る
Ｅ
Ｃ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
、
其
の
後
、

（
二
七
二
）
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二
一

一
九
九
〇
年
の
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
の
貴
族
院
判
決
が
出
現
し
て
く
る
契
機
と
な
っ
た
の
も
首
肯
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
最
高

裁
は
こ
の
こ
と
を
同
判
決
の
中
で
「
こ
の
（
貴
族
院
）
判
決
が
出
る
ま
で
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
が
意
味
す
る
重
要
性
を
多
く

の
法
律
家
は
必
ず
し
も
評
価
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
こ
の
貴
族
院
判
決
の
も
つ
意
義
が
そ
の
後
の
判
例
の
計
り
知
れ
な
い
発
展
に
道
を

開
く
余
地
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
こ
の
た
び
の
最
高
裁
が
指
摘
し
た
意
味
は
大
き
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
考
え
は
、（
前
出
の
）
ウ
ェ
イ
ド

教
授
（P

rof., S
ir W

illiam
 W

ade

）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件

（
31
）

の
古
典
的
と
も
言
え
る
分
析
、
す
な
わ
ち
「（
こ
の
判
例

を
評
し
て
）
高
等
法
院
女
王
座
部
の
方
が
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
も
た
ら
し
た
憲
法
上
の
法
的
革
命
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
」
と
す
る

言
説
に
は
必
ず
し
も
遠
く
及
ば
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
最
高
裁
判
決
で
、
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
の
貴
族
院
判
決
を
そ
れ
な
り
に
評
価
し

て
い
た
と
解
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
か
し
、
一
審
高
等
法
院
判
決
で
は
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
に
ソ
バ
ー
ン
（T

h
obu

rn

）
事
件
判
決
に
つ
い
て
も
付
言
し
、
こ

れ
を
高
く
評
価
す
る
と
共
に
、R

（B
u

ckin
gh

am
sh

ire C
ou

n
ty C

ou
n

cil

） v S
ecretary of S

tate for T
ran

sport

事
件
に
お
い
て
、

ニ
ュ
ー
バ
ー
ガ
ー
卿
判
事
及
び
マ
ン
ス
卿
判
事
に
よ
り
、「
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
」
が
他
の
議
会
制
定
法
と
異
な
り
憲
法
的
規
定
の
一
つ

と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る

（
32
）

。
こ
れ
に
反
し
て
、
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
中
で
、
ソ
バ
ー
ン
事
件
判
決
で
の
注

目
す
べ
きL

aw
s

判
事
の
意
見
は
と
く
に
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
審
判
決
よ
り
若
干
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

五
．
同
事
件
最
高
裁
判
決
に
み
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
の
意
味
と
議
会
主
権

リ
ー
ド
卿
判
事
を
中
心
と
し
た
反
対
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
の
多
数
意
見
は
こ
れ
を
斥
け
、
原
告
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
。

（
二
七
三
）
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二
二

今
回
、
訴
訟
で
か
か
わ
る
憲
法
原
理
は
二
つ
あ
る
。
一
方
は
議
会
主
権
の
原
理
で
あ
り
、
他
方
は
国
王
大
権
で
あ
る
。
と
く
に
議
会
主
権

と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
、
す
な
わ
ち
国
民
投
票
は
現
代
憲
法
の
新
し
い
現
象
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
最
高
裁
は
ど
う
見
た
か
検
証
し

て
み
よ
う
。

最
初
に
議
会
主
権
と
国
民
投
票
の
関
係
は
如
何
な
る
も
の
か
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
国
民
投
票
と
議
会
主
権
の
関
係

か
ら
見
て
み
る
。

1
．
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
議
会
主
権
の
ダ
イ
シ
ー
伝
統

⑴　

議
会
主
権
と
は
、
周
知
の
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
至
高
（suprem

e

）
で
あ
り
、
議
会
は
第
一
次
立
法
（prim

ary legislation

）
を

制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
欲
す
る
方
法
で
我
が
国
の
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
法
の
問
題
と
し

て
、
選
挙
民
の
反
対
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
あ
る
議
会
制
定
法
を
無
効
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
法
廷
に
立
つ
裁
判
官
は
、
議
会
制
定
法
と
い
う
形
で
表
明
さ
れ
な
い
限
り
、
国
民
の
如
何
な
る
意
思
も
関
知
す
る
こ
と
は
な
く
、

か
つ
、
選
挙
民
の
意
思
に
反
し
て
そ
れ
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
は
そ
の
効
力
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
の
理
由
で
あ
る
議
会
制
定
法
の

有
効
性
が
問
題
視
さ
れ
る
の
を
座
視
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う

（
33
）

。」（
一
審
判
決
パ
ラ
二
二
）

二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
実
施
さ
れ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
は
、
ま
さ
に
国
民
の
政
治
的
主
権
を
発
信
で
き
る
ま
た
と
な

い
瞬
間
だ
っ
た
は
ず
。
そ
し
て
そ
の
答
え
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
し
か
る
に
政
治
的
主
権
者
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

脱
退
に
賛
成
と
い
う
発
露
は
議
会
の
も
つ
法
的
主
権
に
ど
の
よ
う
な
効
力
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
高

等
法
院
一
審
判
決
は
、
上
に
掲
げ
た
ダ
イ
シ
ー
の
言
説
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
本
法
（
二
〇
一
五
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
適
用
さ
れ
る
議
会
主
権
と
議
会
制
民
主
主
義
と
い
う
憲
法
上
の
諸
原

（
二
七
四
）
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二
三

則
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
結
論
に
導
か
れ
る
。
い
か
な
る
問
題
に
関
す
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
も
、
問
題
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
立
法
の
中
に
そ
れ
と
は
異
な
る
極
め
て
明
確
な
文
言
が
用
い
ら
れ

な
い
限
り
、
議
会
の
法
定
立
者
に
と
っ
て
勧
告
的
（advisory

）
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
審
パ
ラ
一
〇
五
）

政
治
的
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
意
思
と
議
会
の
法
的
主
権
の
関
係
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
基
本

で
あ
る
と
、
多
く
の
判
例
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
判
例
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
事
件

（
34
）

が
あ
り
、
そ
の
中
で
ビ
ン
ガ
ム

卿
判
事
も
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た

（
35
）

。

「
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
基
本
原
理
は
…
議
会
に
お
け
る
国
王
の
優
位
（the S

uprem
acy of the C

row
n in P

arliam
ent

）
に
あ
る
。」（
一

審
判
決
パ
ラ
二
三
参
照
）

⑵　

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
関
す
る
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決

し
か
し
こ
と
は
政
治
的
主
権
と
法
的
主
権
の
ど
ち
ら
が
優
位
す
る
か
と
い
う
二
者
選
択
で
解
決
で
き
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
人
民
主
権
（popular sovereignty

）
に
立
つ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
を
許
し
た
の
は
法
的
主
権
に
立
つ
議
会

（P
arliam

entary sovereignty

）
の
作
っ
た
二
〇
一
五
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
だ
か
ら
で
あ
り
、
事
前
の
議
会
制
定
法
な
し
に
国
民
投
票

が
行
わ
れ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
は
明
ら
か
に
人
民
主
権
と
議
会
主
権
が
交
差
す
る
、
あ
る

い
は
両
者
が
絡
む
微
妙
な
問
題
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

（
36
）

。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
は
一
審
の
シ
ン
プ
ル
な
判
決
よ
り
、
さ
ら
に
慎

重
な
言
い
回
し
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
（
最
高
裁
判
決
パ
ラ
一
一
七
）：
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
は
イ
ギ
リ

ス
憲
法
の
実
務
上
に
お
け
る
比
較
的
新
し
い
現
象
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
国
民
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
は
三
回
あ
っ
た
。
最
初
は
史
上
初
め
て
と
な
る
一
九
七
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
か
ら
脱
退
す
る
か
留
ま
る
べ
き
か
を

（
二
七
五
）
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二
四

問
う
た
国
民
投
票

（
37
）

。
二
度
目
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
二
〇
一
一
年
、
小
選
挙
区
制
を
廃
止
し
て
、
対
案
投
票
制

（
38
）A

lternative V
ote

に
変
更
す
べ
き
か
を
問
う
国
民
投
票
。
そ
し
て
三
度
目
は
、
今
回
の
二
〇
一
六
年
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
今
後
も
継
続
す
べ
き
か
否
か
を
争
点

に
行
わ
れ
た
国
民
投
票
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

（
39
）

及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（
40
）

に
お
け
る
地
方
分
権
に
つ
い
て
住
民
投
票

（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
い
ず
れ
か
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
事
前
に

承
認
し
た
議
会
制
定
法
の
文
言
次
第
と
も
言
え
る
（
最
高
裁
判
決
パ
ラ
一
一
八
）。
だ
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
認
め
る
立
法
は
し
ば
し

ば
国
民
投
票
の
結
果
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
か
規
定
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
を
承
認
す
る
制
定
法
は
、
例
え
ば
、
国
民
投
票
の
結
果
、
多
数
の
意
思
を
得
な
い
限
り
そ
の
立
法
は
効
力
を
得
な
い
と
い
う
条

件
の
下
で
法
の
変
更
を
も
た
ら
す
立
法
も
定
立
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
ば
、
一
九
七
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
（S

cotland 

A
ct 1978

）
は
、
地
方
分
権
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
住
民
投
票
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
で
特
定
の
多
数
に
よ
る
賛
成
が
得

ら
れ
れ
ば
、
大
臣
は
そ
の
制
定
法
に
効
力
を
付
与
す
べ
き
で
あ
り
、
も
し
多
数
の
賛
成
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
大
臣
は
そ
の
制
定
法

を
廃
止
す
る
命
令
を
出
す
こ
と
が
要
件
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
二
〇
一
一
年
総
選
挙
投
票
制
度
及
び
選
挙
区
法
に
よ
れ
ば
、
小
選
挙
区
制
（fi rst past the post system

）
に
替
え
て
対
案
投
票

制
（alternative vote system

）
を
採
用
す
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
一
方
で
、
同
法
八
条
に
よ
り
、
も
し
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
そ

の
採
用
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
大
臣
は
命
令
に
よ
り
対
案
投
票
制
に
効
力
を
付
す
べ
し
、
だ
が
、
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
大
臣
は
そ

れ
を
廃
止
す
べ
し
、
と
規
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
（N

I A
ct

）
の
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
も
し
住
民
投

（
二
七
六
）
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二
五

票
に
よ
り
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
統
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
部
と
な
る
こ
と
に
賛
成
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
大
臣
は
国
会
に
適
切
な
提
案

を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
た
。

で
は
、
こ
の
た
び
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
か
残
留
か
を
問
う
二
〇
一
五
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
法
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
一
九
七
五
年
の
国
民
投
票
法
も
そ
う
だ
が
、
こ
の
た
び
の
二
〇
一
五
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
の
場
合
、
上
に
掲
げ
た
制
定
法

の
例
と
は
対
照
的
に
、
起
こ
り
う
る
国
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の
規
定
を
全
く
置
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
は
い
ず
れ
も
、
国
民
投
票
は
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
み
で
あ
り
、
実
際
に
大
臣
に
よ
り
公
の
声

明
の
中
で
、
国
民
投
票
が
い
つ
行
わ
れ
る
か
宣
言
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
投
票
は
し
た
が
っ
て“advisory ”

す
な
わ
ち
大
臣
に
よ
る
〝
勧
告
的
な
も
の
〞（
あ
る
い
は
〝
諮
問
的
〞）
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
よ
う
な
回
答
を
問
わ
れ
た
国
民
投
票
以
外
の
な

に
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
（
最
高
裁
判
決
パ
ラ
一
一
九
）。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
六
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
は
立
法
手
段
に
よ
り
法

を
変
更
す
る
権
限
を
大
臣
に
付
与
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
の
下
、
た
と
え
国
民
の
離
脱
の
意
思
が

明
確
に
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
る
離
脱
へ
の
賛
成
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
た
か
ら
と
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち

に
第
一
次
立
法
を
通
じ
て
事
前
の
承
認
な
し
に
脱
退
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
回
の
ミ
ラ
ー
事
件
に

お
け
る
最
高
裁
の
結
論
で
あ
り
、
二
〇
一
六
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
は
、
国
民
の
政
治
的
主
権
に
対
す
る
議
会
の
法
的
主
権
の
優
位
性

を
キ
ー
プ
し
た
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
七
七
）
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二
六

六
．
同
事
件
最
高
裁
判
決
に
み
る
国
王
大
権
の
意
味
と
議
会
主
権

他
方
、
国
王
大
権
（T

he C
row

n ’s prerogative pow
ers

）
に
つ
い
て
も
、
多
数
意
見
は
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
通
説
的
解

釈
を
採
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
精
査
し
て
み
よ
う
。

1
．
国
王
大
権
の
性
質

国
王
大
権
は
国
王
の
手
に
残
さ
れ
た
法
的
権
限
の
残
余
の
物
だ
と
さ
れ
て
い
る
。R

eid

卿
判
事
は
、B

u
rm

ah
 O

il C
o 

（B
u

rm
a 

T
rad

in
g

） L
td

 v L
ord

 A
d

vocate

事
件
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
大
権
は
ま
さ
に
過
去
の
時
代
の
遺
物
（a relic of a past age

）
で
あ
る
。
大
権
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
失
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
国
会
制
定
法
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
だ
け
援
用
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
42
）

。」（
最
高
裁
判
決
パ

ラ
四
一
）

で
は
現
在
ど
れ
だ
け
残
存
し
て
い
る
か
。
一
六
四
九
年
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
と
き
は
、
君
主
制
が
廃
止
さ
れ
、
共
和
制
に
な
っ
た
が
、

一
六
六
〇
年
に
王
政
復
古
。
し
か
し
再
び
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
諸
王
の
専
制
政
治
が
復
活
し
た
た
め
、
二
度
目
の
市
民
革
命
、
す
な
わ
ち
、

一
六
八
八
年
に
名
誉
革
命
が
勃
発
し
、
国
民
の
支
持
を
受
け
た
議
会
の
勝
利
を
導
い
た
。
し
か
し
、
名
誉
革
命
で
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命

の
時
の
よ
う
に
君
主
制
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
九
項
目
に
渡
る
広
範
な
国
王
大
権
を
有
す
る
君
主
制
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
43
）

。
し
か
し
、
君
主
制
が
残
存
し
、
多
く
の
国
王
大
権
が
残
っ
た
と
い
え
ど
も
、
名
誉
革
命
に
よ
り
議
会
主
権
が
確
立
し
た
た
め
、
そ
の

も
と
で
の
君
主
制
、
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
め
て
立
憲
君
主
制
が
確
立
し
た
。
国
王
の
手
に
残
存
す
る
九
項
目
に
渡
る
国
王

大
権
は
産
業
革
命
以
降
、
議
会
制
定
法
に
よ
り
、
次
第
に
削
減
さ
れ
た
が
、
本
件
に
か
か
わ
る
条
約
締
結
に
関
す
る
国
王
大
権
は
今
も

　（
41
）

（
二
七
八
）
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二
七

し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
。

2
．
国
王
大
権
の
範
囲
と
法
的
地
位

し
か
し
、
国
王
が
持
つ
大
権
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
行
使
は
認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
内
で
法
的
効
力
を

生
み
出
す
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
範
囲
を
越
え
て
国
王
が
こ
の
国
の
法
を
変
更
す
る
力
は
な
い
。
両
者
の
境
界
線
は
一
七
世
紀
の
国
王
と
議

会
と
の
間
の
闘
争
以
前
に
源
を
発
し
、
一
六
八
八
年
の
名
誉
革
命
に
依
っ
て
決
定
的
に
な
っ
た
。
一
六
一
〇
年
のC

ase of 

P
roclam

ations

事
件
で
サ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
（1552-1634

）
ら
判
事
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

「
国
王
は
勅
令
ま
た
は
他
の
手
段
に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ま
た
は
制
定
法
、
ま
た
は
こ
の
国
の
慣
習
法
の
如
何
な
る
部
分
も
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
44
）

。」

と
同
時
に
、

「
国
王
は
、
こ
の
国
の
法
が
彼
に
認
め
て
い
る
も
の
を
除
き
大
権
を
有
し
な
い
。」

こ
の
立
場
は
、
権
利
章
典
の
第
一
条
の
最
初
の
二
つ
の
項
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
議
会
の
同
意
な
く
、
法
の
効
力
を
停
止
し
た
り
す
る
権
限
…
は
違
法
で
あ
る
。
法
や
法
律
の
執
行
を
免
除
し
た
り
す
る
権
限
…

は
違
法
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
な
国
王
大
権
の
法
的
地
位
は
一
九
一
六
年
ザ
モ
ー
ラ
事
件

（
45
）

に
お
け
る
枢
密
院
司
法
委
員
会
に
よ
っ
て
も
以
下
の
よ
う
に
言
及
さ

れ
て
い
る
。

「
枢
密
院
に
お
け
る
国
王
ま
た
は
行
政
部
門
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
国
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
法
を
作
り
、
ま
た
変

更
す
る
権
限
を
持
つ
と
い
う
考
え
は
我
が
国
の
憲
法
原
理
と
一
致
し
な
い
。
多
く
の
現
代
に
お
け
る
制
定
法
の
下
で
、
行
政
部
の

（
二
七
九
）
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二
八

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
制
定
法
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
規
則
を
作
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
規
則
の
す
べ
て
は

そ
の
権
限
を
生
み
出
し
て
い
る
議
会
制
定
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
行
政
機
関
に
由
来
す
る
も

の
で
は
な
い
。
国
王
大
権
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
あ
る
い
は
エ
ク
イ
テ
ィ
裁
判
所
で
運
営
さ
れ
て
い
る
法
を
作
り
、
変
更
す
る
何
ら
か

の
権
限
を
有
す
る
な
ど
と
誰
も
主
張
し
な
い
で
あ
ろ
う
。」（
第
一
審
判
決
パ
ラ
二
九
）

以
上
の
原
則
は
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
（
第
一
審
パ
ラ
二
九
）。

3
．
国
王
大
権
と
議
会
主
権

他
方
、
議
会
主
権
の
下
、
国
王
大
権
は
、
議
会
制
定
法
に
よ
り
、
削
減
さ
れ
う
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
ウ
ェ
イ
ド
教
授

も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
国
王
大
権
を
構
成
す
る
権
限
の
多
く
は
こ
の
よ
う
に
し
て
縮
減
さ
れ
て
来
て
い
る
。
縮
減
ま
た
は
削
減
す
る
場

合
は
、
明
示
的
文
言
（express w

ords
）
か
、
よ
り
一
般
的
に
は
必
要
な
黙
示
的
文
言
（necessary im

plication

）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の

が
普
通
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
二
〇
世
紀
に
起
き
た
二
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
起
き
た
こ
と
で
も
あ
り

（
46
）

、
そ
の
う
ち
のD

e 

K
eyser

事
件
で
戦
時
に
お
け
る
国
民
の
財
産
を
接
収
す
る
国
王
大
権
に
つ
い
て
次
の
引
用
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
憲
法
原
理
と
し
て
こ
う
で
あ
る
：
国
民
の
財
産
権
ま
た
は
自
由
権
に
介
入
す
る
執
行
部
の
権
限
は
議
会
の
制
御
下
に
お
か
れ
、

か
つ
、
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
直
接
規
律
さ
れ
る
場
合
に
は
、
執
行
部
は
も
は
や
そ
の
権
限
を
国
王
大
権
か
ら
で
は
な
く
、
議
会

に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
か
か
る
権
限
を
行
使
す
る
に
当
た
り
、
執
行
部
は
議
会
が
国
民
の
た
め
に
課
し
た
制

約
を
遵
守
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
47
）

。」

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
第
一
次
立
法
が
そ
れ
を
認
め
な
い
限
り
、
国
王
大
権
は
大
臣
を
し
て
議
会
制
定
法
ま
た
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
変

更
せ
し
め
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
基
本
原
理
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ホ
フ
マ
ン
卿
もR

 

（B
an

cou
lt

） v 

（
二
八
〇
）
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二
九

S
ecretary of S

tate for F
oreign

 an
d

 C
om

m
on

w
ealth

 A
ffairs 

（N
o.2

）
で
、

「
一
七
世
紀
以
来
、
大
権
は
国
王
に
英
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ま
た
は
制
定
法
を
変
更
さ
せ
え
し
め
な
い

（
49
）

。」

と
述
べ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
大
臣
の
大
権
行
使
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
制
定

法
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。

4
．
国
王
に
よ
る
条
約
締
結
権
と
二
元
論

繰
り
返
す
が
、
大
臣
が
大
権
を
行
使
す
る
重
要
な
分
野
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
外
国
関
係
の
行
為
が
あ
り

（
50
）

、
そ
の
中
に
本
件
に
関
連
す
る

国
王
の
条
約
締
結
権
が
あ
る
。
条
約
の
締
結
権
は
国
王
の
大
権
に
属
す
る
。
条
約
を
終
了
さ
せ
た
り
、
条
約
か
ら
脱
退
す
る
権
限
に
つ
い

て
は
さ
ほ
ど
例
は
な
い
が
、
理
論
上
こ
れ
も
国
王
の
条
約
締
結
権
の
一
部
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
、
条
約
締
結
権
は
国

王
の
大
権
に
属
す
。
国
王
の
大
権
に
属
す
以
上
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
も
国
会
で
さ
え
も
、
条
約
の
交
渉
か
ら
批
准
に
至
る

ま
で
こ
れ
に
関
与
す
る
余
地
は
な
い
。

こ
の
原
則
は
イ
ギ
リ
ス
が
憲
法
と
条
約
に
関
し
て
二
元
論
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
国
際
法
と
国
内
法
は

そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
領
域
で
機
能
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
第
一
に
主
権
国
家
間
の
条
約
は
国
際
法
で

効
力
を
有
し
て
お
り
、
如
何
な
る
国
家
の
国
内
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
い
と
す
る
。
他
方
、
第
二
に
、
条
約
は
国
際
法
上
イ
ギ
リ
ス
を

法
的
に
拘
束
す
る
も
の
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
締
結
し
た
条
約
は
、
締
結
し
た
か
ら
と
言
っ
て
即
イ
ギ
リ
ス
法
の
一
部
に
な
り
え
ず
、
か
つ

国
内
法
上
如
何
な
る
法
的
権
利
義
務
を
も
生
じ
さ
せ
な
い
の
で
あ
る

（
51
）

。

そ
の
上
で
、
国
王
の
条
約
締
結
権
に
つ
い
て
、
大
臣
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
原
則
と
も
一
致
し

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
オ
リ
バ
ー
卿
判
事
は
上
述
のJ

H
 R

ayn
er

事
件
判
決
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　（
48
）

（
二
八
一
）
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三
〇

「
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
問
題
と
し
て
、
条
約
締
結
権
を
含
む
国
王
大
権
は
、
議
会
の
介
在
な
し
に
法
の
変
更
に
及
ぶ
こ
と
は
な
い
し
、

ま
た
国
内
法
で
享
受
し
て
い
る
個
人
に
権
利
を
付
与
し
ま
た
は
奪
う
こ
と
も
な
い
。
…
簡
潔
に
言
う
な
ら
ば
、
条
約
は
そ
れ
が
立

法
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
に
変
型
さ
れ
な
い
限
り
イ
ギ
リ
ス
法
の
一
部
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
…

（
52
）

」

二
元
論
の
依
っ
て
立
つ
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
議
会
主
権
の
、
あ
る
意
味
で
〝
必
要
な
コ
ロ
ラ
リ
ー
〞
と
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
大
臣
で

は
な
く
議
会
を
守
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
か
く
し
てC

am
pbell M

cL
achlan

教
授
は
『
外
国
関
係
法
』
の
中
で
次
の

よ
う
に
言
う
。

「
も
し
条
約
が
国
内
法
の
中
で
効
力
を
有
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
自
身
の
政
治
組
織
の
中
で
議
会
の
優
位
性
は
保
障
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
も
し
執
行
部
が
国
際
的
場
面
に
お
け
る
行
動
が
国
内
的
実
現
を
要
求
さ
れ
る
場
合
に
議
会
の
承
認
を
常
に
求
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
議
会
主
権
は
立
法
権
が
行
使
さ
れ
る
真
の
ポ
イ
ン
ト
で
強
化
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る

（
53
）

。」

以
上
、
条
約
を
締
結
す
る
、
ま
た
は
廃
止
す
る
と
い
う
大
権
行
使
の
特
徴
を
述
べ
た
が
、「
我
々
は
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
効
力
の
分

析
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
そ
の
上
で
、
制
定
法
の
形
で
議
会
か
ら
の
事
前
の
承
認
が
存
在
し
な
い
場
合
、
大
臣
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

脱
退
を
通
告
す
る
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
要
件
に
照
ら
し
て
違
法
か
ど
う
か
と
い
う
に
つ
い
て
次
の
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
．
国
王
大
権
と
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ

「
イ
ギ
リ
ス
の
た
め
の
国
際
関
係
並
び
に
条
約
を
締
結
す
る
、
廃
止
す
る
と
い
う
行
為
は
大
権
行
使
に
お
け
る
国
王
の
事
項
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
。」（
第
一
審
パ
ラ
三
〇
）。
一
九
七
一
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
対
法
務
長
官
事
件

（
54
）

に
お
い
て
控
訴
院
の
記
録
長
官
で
あ
っ
た

デ
ニ
ン
グ
卿
判
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
本
邦
に
お
け
る
条
約
締
結
権
は
、
裁
判
所
で
な
く
、
国
王
に
属
し
て
い
る
。
即
ち
、
女
王
は
、
女
王
の
大
臣
の
助
言
に
基
づ
き

（
二
八
二
）
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三
一

行
為
す
る
の
で
あ
る
。
女
王
の
大
臣
は
、
条
約
、
こ
の
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
ロ
ー
マ
条
約
に
つ
い
て
さ
え
も
、
こ
れ
に

関
し
、
交
渉
し
署
名
す
る
場
合
に
は
、
全
体
と
し
て
本
邦
の
利
益
の
た
め
に
行
為
す
る
。
つ
ま
り
、
女
王
の
大
臣
は
、
か
か
る
国

王
の
大
権
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
使
す
る
に
当
っ
て
の
彼
等
の
行
為
は
、
我
が
国
裁
判
所
に
お
い
て
、
争
い
え
ず
又

は
問
題
に
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る

（
55
）

。」

し
か
し
、
条
約
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
の
変
更
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
条
約
に
批
准
を
与
え
る
前
に
議
会
に
よ
る
立
法
上
の
手
当

て
が
必
要
と
な
る
。
Ｅ
．Ｃ
．Ｓ
．
ウ
エ
イ
ド
（E

. C
. S

. W
ade

）
等
は
こ
れ
を
評
し
て
、「
条
約
締
結
権
は
、
執
行
部
の
（
専
権
）
行
為
で

あ
る
と
の
原
則
が
…
例
外
に
服
す
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
の

変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
第
二
編
の
表
題
が
「
法
の
修
正
」
と
な
っ
て
お
り
、
付
則

第
三
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
当
っ
て
廃
止
さ
れ
る
法
規
、
又
付
則
第
四
に
お
い
て
修
正
さ
れ
る
べ
き
法
規
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
か
く
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
時
の
拡
大
Ｅ
Ｃ
に
加
盟
す
る
た
め
の
条
約
を
批
准
す
る
場
合
に
は
そ
の
前
に
、
国
会
に
よ
っ

て
制
定
法
が
定
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
条
約
締
結
権
が
国
王
の
大
権
に
属
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
修
正
す
る
形
で
批
准
前

に
国
会
制
定
法
が
介
在
す
る
こ
と
も
又
、
憲
法
上
の
慣
例
と
し
て
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
も
、
こ
の
よ
う
な
事

情
下
で
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
大
臣
側
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
：
イ
ギ
リ
ス
が
Ｔ
Ｅ
Ｕ
及
び
他
の
関
連
す
る
条
約
か
ら
脱
退
す
る
た
め
、
五
〇
条
に
基
づ
く

通
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
を
可
能
に
さ
せ
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
関
係
の
行
為
に
お
い
て
、
一
九
七
二

年
Ｅ
Ｃ
Ａ
ま
た
は
他
の
い
ず
れ
の
制
定
法
に
お
い
て
も
議
会
は
国
王
大
権
を
除
去
す
る
規
定
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
（
一
審
判
決
パ
ラ

三
一
）。
大
臣
は
と
く
に
法
務
総
裁
対D

e K
eyser’R

oyal H
otel

事
件
判
決

（
56
）

に
依
拠
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
：

（
二
八
三
）
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三
二

「
イ
ギ
リ
ス
を
五
〇
条
に
基
づ
く
通
告
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
さ
せ
る
国
王
大
権
は
、
そ
の
趣
旨
の
明
確
な
文
言
（express 

w
ords

）
を
用
い
る
第
一
次
立
法
に
よ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
趣
旨
の
黙
示
の
意
味
（by necessary im

plication

）
を
持
つ
立
法
に

よ
っ
て
の
み
除
去
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。」（
一
審
判
決
パ
ラ
三
一
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
臣
は
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
も
他
の
如
何
な
る
議
会
の
制
定
法
も
明
示
的
文
言
ま
た
は
必
要
な
黙
示
的
な
文
言
で
国

王
大
権
の
こ
の
側
面
を
廃
止
す
る
と
の
言
及
は
な
か
っ
た
と
す
る
（
同
判
決
パ
ラ
三
一
）。

こ
れ
に
つ
い
て
、
反
対
意
見
を
提
示
す
る
リ
ー
ド
卿
判
事
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
結
論
の
出
発
点
は
、
す
べ
て
Ｅ
Ｕ
法
が
一
九
七
二
年

Ｅ
Ｃ
Ａ
の
所
産
で
あ
る
と
す
る
考
え
の
延
長
線
に
あ
る
考
え
だ
と
す
る
（E

lliott

教
授
、
前
述
参
照
）。
し
か
し
リ
ー
ド
卿
判
事
は
、
逆
に

Ｅ
Ｕ
法
を
イ
ギ
リ
ス
法
か
ら
の
所
産
と
は
見
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
結
論
は
導
か
れ
な
い
と
す
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
リ
ー
ド
卿
に
と
っ
て
外
国
関
係
の
国
王
大
権
は
適
切
な
も
の
に
と
ど
ま
り
う
る
。
ま
た
こ
の
分
析
に
基
づ
き
、

国
際
関
係
に
お
け
る
大
権
行
使
に
よ
り
五
〇
条
の
発
動
を
と
り
う
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
国
内
法
上
の
権
利

で
あ
る
権
利
の
除
去
、
ま
た
は
国
内
法
の
法
源
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
法
の
除
去
に
結
び
つ
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
多
数
意
見
か
ら
す
れ
ば
、

五
〇
条
の
引
き
金
を
引
く
こ
と
に
な
る
国
王
大
権
の
問
題
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
リ
ー
ド
卿
判
事
に
と
っ
て
、
立
法
が
大
権
行
使
を
妨

げ
な
い
限
り
、
国
際
関
係
に
お
け
る
大
権
行
使
は
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
替
え
て

1
．
こ
の
た
び
、
ミ
ラ
ー
事
件
の
高
等
法
院
合
議
法
廷
判
決
及
び
最
高
裁
判
所
判
決
を
考
察
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

（
二
八
四
）
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三
三

と
は
、
⑴
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
り
出
さ
れ
る
国
民
の
意
思
表
明
は
法
的
主
権
を
有
す
る
議
会
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
で
あ
る

が
、
上
述
の
五
で
述
べ
た
通
り
、
ど
ち
ら
が
優
位
す
る
か
と
い
う
二
者
選
択
で
解
決
で
き
る
ほ
ど
単
純
で
な
い
。
さ
ら
に
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
新
し
い
現
象
で
あ
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
許
し
た
議
会
制
定
法
の
文
言
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
に
ど

の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
そ
う
と
意
図
し
て
い
た
か
を
慎
重
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
び
の

二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
出
さ
れ
た
国
民
の
多
数
の
声
の
効
力
は
、
そ
れ
を
許
し
た
二
〇
一
五
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
の
規
定
か
ら
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
に
つ
い
て
と
く
に
言
及
が
な
く
法
的
主
権
を
も
つ
議
会
に
優
位
す
る
と
は
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
⑵

Ｔ
Ｅ
Ｕ
五
〇
条
に
基
づ
き
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
通
告
を
行
う
た
め
政
府
が
依
拠
し
よ
う
と
し
た
国
王
大
権
（
条
約
締
結
権
）
と
は
い
か
な

る
も
の
か
本
稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
国
王
大
権
は
国
王
の
手
に
残
さ
れ
た
法
的
権
限
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
日
、
内
閣
に
よ
っ
て
行
使

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
王
大
権
の
多
く
は
、
次
第
に
削
減
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
本
件
に
関
わ
る
条
約
締
結
権
に
係
る
大
権
は
今
日
も
な

お
大
臣
が
行
使
す
る
重
要
な
分
野
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
条
約
に
関
す
る
国
王
大
権
に
つ
い
て
大
臣
は
イ
ギ
リ
ス
の
国

内
法
を
変
更
で
き
な
い
と
い
う
原
則
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
⑶
本
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
条
約
か
ら

脱
退
す
る
こ
と
に
よ
り
国
内
法
に
変
更
を
も
た
ら
す
場
合
は
、
議
会
に
依
る
制
定
法
に
依
る
事
前
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
議
会
主
権
あ
る
い
は
条
約
に
関
す
る
国
王
大
権
と
議
会
主
権
に
関
し
て
、
本
件
ミ
ラ
ー
事
件
の

最
高
裁
判
決
は
、
結
果
的
に
、
議
会
主
権
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ダ
イ
シ
ー
伝
統
を
な
ぞ
る
も
の
に
帰
結
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と

な
っ
た
。

他
方
、
議
会
主
権
と
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
に
関
し
て
も
、
本
件
最
高
裁
の
判
決
に
と
も
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
る
結
果

と
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
に
傾
斜
し
て
き
た
判
例
の
積
み
重
ね
が
こ
れ
以
上
の
発
展
を
導
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
。

（
二
八
五
）
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三
四

そ
の
点
で
、
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
も
言
う
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
が
そ
れ
と
一
致
し
な
い
議
会
制
定
法
に
優
位
し
、
裁
判
所
も
そ
の
よ
う
な
立

法
を
適
用
し
な
い
準
備
を
し
て
き
た
と
の
発
展
の
可
能
性
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
く
に
フ
ァ

ク
タ
テ
イ
ム
事
件
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
優
位
性
を
与
え
る
理
論
的
ベ
ー
ス
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
提
示
し
た
し
、
注

目
に
値
す
る
光
を
灯
し
た
は
ず
、
と
同
教
授
は
述
べ
た
し
、
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
以
前
の
司
法
部
の
判
事
た
ち
は
、
押
し
な
べ
て

ロ
ー
マ
条
約
の
新
規
性
あ
る
い
は
そ
の
超
国
家
性
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件

に
お
け
る
デ
ィ
プ
ロ
ッ
ク
卿
ら
判
事
は
ロ
ー
マ
条
約
の
新
規
性
を
最
高
裁
判
事
と
し
て
初
め
て
明
確
に
認
識
し
た
う
え
で
、「
イ
ギ
リ

ス
議
会
が
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
を
制
定
し
た
と
き
か
ら
自
ら
が
承
認
し
た
そ
の
主
権
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
制
約
も
ま
っ
た
く
自
発
的

に
受
け
入
れ
た
は
ず
」
と
し
た
見
解
は
Ｅ
Ｕ
法
の
議
会
主
権
に
対
す
る
優
位
性
に
大
き
な
道
を
開
く
か
に
見
え
た
。

加
え
て
、
さ
ら
に
輝
か
し
い
事
例
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
い
の
は
ソ
バ
ー
ン
事
件
高
等
法
院
の
ロ
ー
ズ
判
事
（L

aw
s

）
の
下
し
た
判

決
だ
っ
た
。
そ
の
判
決
の
中
で
、
同
判
事
は
、
議
会
の
作
る
制
定
法
の
中
か
ら
、
憲
法
的
制
定
法
（constitutional statute

）
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
抽
出
し
、
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
を
一
種
の
高
次
の
法
（H

igher law

）
と
し
て
押
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
制

定
法
に
よ
る
黙
示
的
改
廃
か
ら
除
去
し
よ
う
と
し
た
同
判
事
の
考
え
は
衆
目
を
集
め
た
し
、
本
件
ミ
ラ
ー
事
件
の
一
審
で
あ
る
高
等
法

院
の
合
議
法
廷
は
、
こ
の
ロ
ー
ズ
判
事
の
見
解
に
相
当
の
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
点
で
、
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
、
一
審
判
決
を
大
い
に
評

価
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
期
待
も
、
連
立
内
閣
も
含
め
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
政
権
が

登
場
し
て
か
ら
二
〇
一
一
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
・
ロ
ッ
ク
法
を
制
定
し
、
こ
れ
以
上
の
主
権
移
譲
が
あ
る
場
合
に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

を
問
う
こ
と
、
ま
た
主
権
条
項
と
言
わ
れ
た
同
法
の
一
八
条
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
側
が
議
会
へ
の
忠
誠
か
ら
Ｅ
Ｕ
へ
の
忠
誠
に
向
か
い

か
ね
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
保
守
党
政
権
の
登
場
以
降
、
歯
止
め
が
掛
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
受

（
二
八
六
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

三
五

け
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
関
係
に
関
す
る
判
例
の
発
展
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
政
府
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱

退
交
渉
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。

2
．
さ
ら
に
、
最
高
裁
判
決
（
パ
ラ
六
九－

七
三
）
で
、
今
後
考
察
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
法
上
享
受
し
て
き
た
諸
権
利
を

Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
か
次
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
の
で
最
後
に
付
言
し
て
お
く
。

⒜　

第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
権
利
：
こ
れ
ら
は
イ
ギ
リ
ス
が
た
と
え
Ｅ
Ｕ
を
脱
退
し
て
も
、
国
内
法
で
再
生
可
能
な
法
で
あ
り
、

現
行
の
多
く
の
権
利
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
例
え
ば
、W

orking T
im

e D
irective

に
基
づ
く
労
働
者
の
権
利
な
ど
。
す

で
に
国
内
立
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
るD

irective

や
他
の
法
規
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
よ
り
廃
止
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
適

用
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
政
府
がG

reat R
epeal A

ct （
57
）

（
一
九
七
二
年
廃
止
法
）
を
制
定
し
た
う
え
で
、
第
一
次
立
法

あ
る
い
は
第
二
次
立
法
に
よ
り
再
生
す
る
こ
と
も
可
能
な
権
利
で
あ
る
と
す
る
。

⒝　

第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
権
利
：
こ
れ
ら
は
人
の
自
由
移
動
、
物
の
自
由
移
動
、
資
本
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動
、
開
業
の
自

由
な
ど
に
よ
り
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
居
住
す
る
イ
ギ
リ
ス
市
民
及
び
企
業
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
る
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
権
利

は
脱
退
交
渉
の
な
か
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒞　

第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
権
利
：
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
で
は
再
生
で
き
な
い
権
利
で
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
へ
参
加
す
る
権
利
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
、
欧
州
議
会
選
挙
で
投
票
す
る
権
利
、
被
選
挙
権
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
へ
先
行
判
決
を
求
め
る
権
利
な
ど
で
あ

る
、
と
す
る
。

3
．
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
の
効
力
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
居
住
す
る
Ｅ
Ｕ
市
民
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
脱
退
す
れ
ば
そ
の
地

位
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
国
内
法
で
は
再
生
で
き
な
い
権
利
。B

rexit
法
案
が
下
院
で
あ
る
庶
民
院
を
通
過
し
て
、
上
院
で

（
二
八
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

三
六

あ
る
貴
族
院
に
回
付
さ
れ
た
と
き
、
同
院
で
次
の
修
正
案
が
だ
さ
れ
た
：
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
居
住
す
る
他
の
加
盟
国
か
ら
の

Ｅ
Ｕ
市
民
と
そ
の
家
族
の
権
利
の
保
障
を
求
め
る
修
正
案
を
原
案
に
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
修
正
案
を
入
れ
た
法
案
が
下

院
に
戻
さ
れ
る
や
否
決
さ
れ
た
。
原
案
を
出
し
た
政
府
側
は
、
脱
退
交
渉
の
足
か
せ
に
な
る
か
ら
除
去
し
た
と
い
う
。
第
二
と
第
三
の

権
利
の
思
惑
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

（
1
） 

正
式
な
事
件
名
はR

 

（on
 th

e A
pplication

 of M
iller an

d
 an

oth
er

） v S
ecretary of S

tate for E
xitin

g th
e E

u
ropean

 U
n

ion
 

﹇2017

﹈ U
K
S
C
 5

で
あ
る
が
、
申
立
人
ジ
ー
ナ
・
ミ
ラ
ー
と
デ
イ
ル
・
ド
ス
・
サ
ン
ス
ト
ス
の
う
ち
前
者
す
な
わ
ち
ミ
ラ
ー
の
名
を
と
っ
て
一
般

的
に
は“M

iller case ”

、
す
な
わ
ち
「
ミ
ラ
ー
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
2
） 

Ｐ
．
ア
ロ
ッ
ト
は
フ
ァ
ク
タ
テ
イ
ム
事
件
の
貴
族
院
判
決
を
「
イ
ギ
リ
ス
憲
法
上
の
根
本
的
な
変
革
が
一
九
七
三
年
一
月
一
日
に
起
き
た
こ
と

の
司
法
的
確
認
」
と
述
べ
た
。P

. A
llot, P

arliam
entary S

overeignty from
 A

ustin to H
art, 

（1990

） 49 C
L
J 33 at 7.

（
3
） 

後
掲
注M

ark E
lliot

最
高
裁
判
決
評
釈
を
参
照
。

（
4
） 

Ｅ
Ｕ
離
脱
支
持
が
五
一
・
九
％
（
一
七
、四
一
〇
、七
四
二
票
）、
残
留
支
持
が
四
八
・
一
％
（
一
六
、一
四
一
、二
四
一
票
）
と
な
っ
た
。

（
5
） 

メ
イ
首
相
は
関
税
同
盟
か
ら
も
脱
退
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
二
〇
一
七
年
六
月
八
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
、
与
党
保
守

党
が
第
一
党
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
過
半
数
を
取
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
と
は
困
難
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
今

後
の
経
緯
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
総
選
挙
で
、
六
五
〇
議
席
の
う
ち
、
過
半
数
は
三
二
六
議
席
で
あ
る
が
、
六
月
八
日
の
総
選
挙
の
結

果
、
保
守
党
は
改
選
前
の
議
席
数
は
三
三
〇
議
席
だ
っ
た
が
、
過
半
数
を
取
れ
ず
、
三
一
八
議
席
に
終
わ
っ
た
。
な
お
、
労
働
党
は
、
第
一
党
に
は

な
れ
な
か
っ
た
が
、
改
選
前
の
二
二
九
か
ら
二
六
二
へ
議
席
増
と
な
っ
た
。

（
6
） 

五
〇
条
は
五
項
か
ら
成
る
が
、
そ
の
う
ち
、
と
く
に
重
要
な
の
は
一
項
、
及
び
、
二
項
で
あ
り
、
一
項
は
「
如
何
な
る
加
盟
国
も
、
そ
れ
自
身

の
憲
法
要
件
に
伴
い
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
二
項
で
「
脱
退
を
決
定
し
た
加
盟
国
は
、
そ
の
意
思
を
欧
州
理
事

会
に
通
告
す
る
も
の
と
す
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
欧
州
理
事
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
針
に
照
ら
し
て
、
当
該
加
盟
国
と
交
渉
に
入
り
、
合
意
に
達
し
な
け

（
二
八
八
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

三
七

れ
ば
な
ら
な
い
。
合
意
の
な
か
に
、
Ｅ
Ｕ
と
の
将
来
の
関
係
に
関
す
る
枠
組
み
を
勘
案
す
る
、
脱
退
の
た
め
の
取
り
組
み
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
か
か
る
合
意
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
二
一
八
条
三
項
に
従
っ
て
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
。
合
意
は
、
欧
州
議
会
の
同
意
を
得
た
後
、
特
定
多
数
決
に
よ

り
、
Ｅ
Ｕ
の
た
め
、
欧
州
理
事
会
に
よ
り
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。

（
7
） 
さ
ら
に
企
業
や
投
資
家
の
不
透
明
感
を
払
拭
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
完
了
す
る
日
に
現
行
の
全
て
の
Ｅ
Ｕ
法
を
英
国
法
に
転
換
す
る
法
案
を

議
会
に
来
年
提
出
す
る
と
述
べ
た
：S

ee B
loom

sberg, 2 O
ctober 2016: M

ay also said she ’ll introduce a bill next year to convert all 

existing E
U
 law

s into U
.K

. legislation on the day B
rexit is com

pleted to provide certainty for business and investors., ...T
he 

governm
ent ’s planned “G

reat R
epeal B

ill ” w
ill abolish the 1972 E

uropean C
om

m
unities A

ct that took B
ritain into the bloc, 

w
hile converting all E

U
 law

s governed by it into dom
estic legislation on the day B

ritain eventually com
pletes its pullout, M

ay 

said. S
ubsequent governm

ents w
ill then be able to repeal or am

end individual law
s if needed.

（
8
） 

英
領
ガ
イ
ア
ナ
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
。
ロ
ン
ド
ン
で
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る
投
資
事
業
家
。

（
9
） 

ロ
ン
ド
ン
在
住
の
ス
ペ
イ
ン
人
美
容
師
。

（
10
） E

uropean U
nion 

（N
otifi cation of W

ithdraw
al

）B
ill.

（
11
） 

イ
ギ
リ
ス
に
居
住
す
る
他
の
加
盟
国
か
ら
の
Ｅ
Ｕ
市
民
と
そ
の
家
族
の
権
利
の
保
障
を
求
め
る
文
言
を
修
正
案
に
挿
入
し
た
。

（
12
） 

T
h

e G
u

ard
ian 21 M

arch 2017.

（
13
） 

T
h

e H
igh

 C
ou

rt of Ju
stice, Q

ueen ’s B
ench D

ivision, D
ivisional C

ourt 

﹇2016

﹈ E
W

H
C
 2768.

判
決
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

一
審
判
決
は
高
等
法
院
に
お
け
る
三
名
の
判
事
に
よ
る
合
議
法
廷
で
あ
る
。
三
名
の
判
事
の
肩
書
は
、L

ord C
hief Justice of E

ngland and 

W
ales, T

he M
aster of the R

olls

及
びL

ord Justice.

か
ら
な
り
、
こ
れ
を
見
る
と
、
本
件
が
憲
法
問
題
に
か
ら
む
如
何
に
重
要
な
事
件
で
あ

る
か
が
窺
い
知
れ
よ
う
。
な
お
、
本
件
の
各
当
事
者
は
、
原
告
側
がT

he Q
ueen on the application of G

ina M
iller and D

eir T
ozetti D

os 

S
antos

と
し
てC

laim
ants

（
注
：
一
九
九
九
年
以
前
はP

laintiff 

）
が
用
い
ら
れ
、
他
方
、
被
告
側
は
政
府
側
大
臣
（
Ｅ
Ｕ
離
脱
大
臣
）
と
し
て

D
efendant, 

ま
た
本
件
に
利
害
関
係
人
（Interested P

arties

）
と
し
てG

raham
e P

igney &
 O

thers, 

並
び
に
訴
訟
参
加
人
（Interveners

）

と
し
てM

r G
eorge B

irnie &
 O

thers

の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

（
二
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

三
八

（
14
） 

原
告
被
告
双
方
を
含
む
す
べ
て
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
：
当
法
廷
に
お
け
る
法
的
争
点
は
当
法
廷
に
お
い
て
適
格
性
を
有
し

て
お
り
、
か
つ
、
司
法
判
断
適
合
性
（justiciable

）
を
有
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
照
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
裁
判
所
が
決
定
す
る
問
題
で
あ

る
。
本
案
は
大
権
に
基
づ
く
国
王
の
権
限
の
範
囲
に
関
わ
っ
て
い
る
。
政
府
は
二
〇
一
五
年
Ｅ
Ｕ
国
民
投
票
法
も
そ
の
他
の
如
何
な
る
国
会
制
定
法

も
、
五
〇
条
に
基
づ
く
通
告
を
す
る
う
え
で
、
国
王
大
権
と
は
別
に
、
政
府
に
制
定
法
に
よ
る
権
限
を
付
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
認
め
て

い
る
。

（
15
） 

今
後
の
問
題
と
し
て
、
1
．
リ
ス
ボ
ン
条
約
五
〇
条
に
よ
り
脱
退
合
意
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
合
意
の
な
か
に
、
関
係
条
約
に
一
部

（som
e parts of the relevant T

reaties

）
を
保
持
で
き
る
し
、
ま
た
完
全
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
処
理
す
る
た
め
、
ま
っ
た
く
新
し
い
規
定

（com
pletely new

 provision for various m
atters

）
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
﹇
一
審
判
決
文
パ
ラ
一
二
﹈。
2
．
脱
退
合
意
が
で
き
た
場
合
、
イ

ギ
リ
ス
の
離
脱
大
臣
は
、
批
准
を
求
め
る
条
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
条
約
は
イ
ギ
リ
ス
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
同
議
会
の
審
査
に
服

す
こ
と
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
﹇
一
審
判
決
パ
ラ
一
三
﹈。

（
16
） 

T
h

e S
u

prem
e C

ou
rt Ju

d
gm

en
t 
﹇2017

﹈ U
K
S
C
 5 on appeals from

: 

﹇2016

﹈ E
W

H
C
 2768 and

﹇2016

﹈ N
IQ

B
 85. 

本
稿
に
お
け

る
最
高
裁
判
決
の
記
述
は
概
要
と
フ
ル
テ
キ
ス
ト
双
方
を
参
照
し
て
い
る
。
な
お
、
フ
ル
テ
キ
ス
ト
は
、
全
文
九
七
頁
、
四
万
三
千
語
に
も
及
ぶ
判

決
文
で
あ
る
。

（
17
） 

多
数
意
見
（
八
対
三
）：P

resident

ニ
ュ
ー
バ
ー
ガ
ー
卿
（L

ord N
euberger

）、D
eputy P

resident4

ヘ
イ
ル
夫
人
（L

ady H
ale

）、
マ

ン
ス
卿
（L

ord M
ance

）、
カ
ー
卿
（L

ord K
err

）、
ク
ラ
ー
ク
卿
（L

ord C
larke

）、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
卿
（L

ord W
ilson

）、
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
卿

（L
ord S

um
ption

）
及
び
ホ
ッ
ジ
卿
（L

ord H
odge

）
の
八
名
。
こ
れ
に
対
し
て
反
対
意
見
は
反
対
意
見
（
三
対
八
）：
リ
ー
ド
卿
（L

ord 

R
eed

）、
カ
ー
ン
ウ
ォ
ス
卿
（L

ord C
arnw

ath

）
及
び
ヒ
ュ
ー
卿
（L

ord H
ughes

）
の
三
名
。

（
18
） 

Ｅ
Ｃ
Ａ
一
九
七
二
第
二
条
第
一
項
「
諸
条
約
に
よ
り
、
又
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
随
時
創
設
さ
れ
、
又
は
発
生
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
限
、
責

任
、
責
務
及
び
制
限
、
並
び
に
諸
条
約
に
よ
り
又
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
随
時
定
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
救
済
手
段
及
び
訴
訟
手
続
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
国
内
に
お
い
て
、
諸
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
改
め
て
法
規
を
定
め
る
こ
と
な
く
、
法
的
効
果
を
賦
与
さ
れ
、
又
は
施
行
さ
れ
る
も
の
は
、

法
律
上
承
認
さ
れ
利
用
さ
れ
、
服
さ
れ
る
も
の
と
し
、
従
っ
て
強
行
さ
れ
、
容
認
さ
れ
、
服
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、『
強
行
可
能
な
共
同
体

（
二
九
〇
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

三
九

の
権
利
（enforceable C

om
m
unity right

）』
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
語
は
、
本
項
の
適
用
が
あ
る
権
利
に
言
及
し
て
い
る
如
く
読
ま
れ
る
も
の

と
す
る
。」（
矢
頭
敏
也
ほ
か
「
英
国
の
一
九
七
二
年
欧
州
共
同
体
法
」
早
大
比
較
法
学
一
三
巻
二
号
。

（
19
） 

R
 v S

ecretary of S
tate for th

e H
om

e D
epartm

en
t, E

x p S
im

m
s 

﹇2000

﹈ 2 A
C
 115 at 131.

（
20
） 
一
九
九
八
年
七
月
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
以
下
の
よ
う
に
宣
言
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
議
会
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

総
会
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
会
の
同
意
な
し
に
、
同
地
域
に
分
権
し
た
事
項
に
通
常
は
立
法
し
な
い
と
い
う
慣
例
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
。

（
21
） 

N
orth

ern
 Irelan

d
 A

ct 1998

の
第
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
「
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
土
は
連
合
王
国
の
一
部
に
留
ま
り
、
付
則
一
条
に
従
い
、
本

項
の
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
お
い
て
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
民
の
多
数
の
同
意
な
し
に
そ
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
止
め
る
こ
と
は
な

い
と
こ
こ
に
宣
言
す
る
。」
と
定
め
、
他
方
、
同
条
二
項
で
、「
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
選
挙
で
多
数
に
よ
り
表
明
さ
れ
る
意
思
が
連
合
王
国
の
一
部

で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
か
つ
、
統
一
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
部
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
担
当
大
臣
は
国
会
に
か
か
る
提
案
が
連
合

王
国
政
府
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
の
間
で
合
意
さ
れ
う
る
よ
う
に
そ
の
意
思
に
効
力
を
付
す
た
め
の
法
案
を
国
会
に
上
程
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
規
定
し
て
い
る
。

（
22
） 

イ
ギ
リ
ス
議
会
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
つ
い
て
制
定
法
を
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ス
ウ
ル
慣
例
（S

ew
el 

convention

）
に
よ
り
、
慣
習
と
し
て
委
譲
事
項
に
つ
い
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
（S

cottish P
arliam

ent

）
の
同
意
な
く
こ
れ
を
行
う
こ
と

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） M

ark E
lliott is P

rofessor of P
ublic L

aw
 at the F

aculty of L
aw

, U
niversity of C

am
bridge.

（
24
） M

ark E
lliott, A

nalysis/T
he S

uprem
e C

ourt ’s Judgm
ent in M

iller, https://publiclaw
for everyone.com

/2017/01/25/

analysis-the-suprem
e-courts-judgm

ent-in-m
iller/

（
25
） H

.W
.R

. W
ade, “W

hat H
as happened to the S

overeignty of P
arliam

ent? ” 

（1991

） 107 L
Q
R
 1. W

ade

教
授
が
述
べ
た
古
典
的
分

析
と
は
、F

actortam
e

貴
族
院
判
決
を
評
価
し
て
同
教
授
が
「
一
審
で
あ
る
高
等
法
院
の
方
が
一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
も
た
ら
し
た
憲
法
上
の
法

的
革
命
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
。
…
Ｅ
Ｃ
法
の
文
脈
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
国
会
の
意
思
は
も
は
や
主
権
で
は
な
い
」
と
の
言
説
で
あ
る
。

（
二
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

四
〇

（
26
） 

Ibid
., “C

onstitutional scale, ” at 3/8.
（
27
） 

Ibid
.

（
28
） 
多
数
意
見
は
、
通
常
の
Ｅ
Ｕ
法
の
変
更
は
受
け
入
れ
た
が
、
憲
法
の
基
本
原
理
を
揺
る
が
す
質
的
に
大
き
な
変
更
と
を
区
別
し
、
後
者
の
場
合

は
大
権
行
使
に
よ
り
変
更
で
き
な
い
と
し
た
。

（
29
） 

Ibid
., at 4/8.

（
30
） 

Ibid
., at 5/8.

（
31
） 

拙
稿
前
掲
論
文
六
三
頁
以
下
参
照
。
こ
の
事
件
で
、F

actortam
e

社
ほ
か
、
申
立
人
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
船
籍
ト
ロ
ー
ル
船
の
ス
ペ
イ
ン
船
主

は
、
イ
ギ
リ
ス
で
法
人
格
を
得
、
そ
の
漁
船
を
イ
ギ
リ
ス
船
籍
と
し
て
登
録
し
、
Ｅ
Ｕ
の
共
通
漁
業
政
策
に
基
づ
く
イ
ギ
リ
ス
人
の
漁
獲
割
り
当
て

数
の
範
囲
で
漁
業
に
就
い
た
。
そ
の
結
果
、
地
元
の
イ
ギ
リ
ス
人
漁
師
の
割
当
分
が
減
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、
一
九
八
八
年
商
船

法M
erchant S

hipping A
ct 1988

が
制
定
さ
れ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
船
籍
を
取
得
す
る
た
め
の
要
件
が
厳
し
く
な
り
、
申
立
人
ら
の
漁
船
は
イ
ギ
リ

ス
船
籍
登
録
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
申
立
人
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
船
法
は
ロ
ー
マ
条
約
五
二
条
（
現
行
四
三
条
、
開
業
の
自

由
）
等
の
規
定
に
違
反
す
る
と
、
同
法
の
本
件
へ
の
不
適
用
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
こ
の
事
件
は
欧
州
司
法
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
求
め
る
訴
訟

に
持
ち
越
さ
れ
、
同
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
り
「
Ｅ
Ｃ
法
に
関
す
る
事
件
で
仮
差
止
め
命
令
を
妨
げ
て
い
る
唯
一
の
障
害
が
国
内
法
上
の
原
則
で
あ

る
と
国
内
裁
判
所
が
思
料
す
る
と
き
は
、
そ
の
原
則
を
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
判
決
を
受
け
た
。
貴
族
院
は
そ
れ
を
受
け
て
止
む
無
く
、

仮
差
止
め
命
令
の
発
給
を
許
可
し
た
。

（
32
） 

ミ
ラ
ー
事
件
の
一
審
判
決
パ
ラ
四
四
を
参
照
の
こ
と
。

（
33
） 

同
上
五
七
頁
及
び
七
二
頁
を
参
照
。

（
34
） 

R
 （Jackson

） v A
ttorn

ey G
en

eral 

﹇2005

﹈ U
K
H
L
; 

﹇2006
﹈ 1 A

C
 262.

（
35
） 

Ibid
., at para 9.

（
36
） 

さ
ら
に
言
え
ば
、
マ
ー
ク
・
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
は
本
件
ミ
ラ
ー
事
件
を
別
の
論
文
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
：「（
本
件
は
）
議
会
主
権
に
対
す

る
Ｅ
Ｕ
法
の
意
味
に
関
す
る
依
然
と
し
て
答
え
の
出
な
い
問
題
に
関
係
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
はB

rexit

国
民
投
票
で
示
さ
れ
た
人
民
主
権

（
二
九
二
）



B
rexit

と
イ
ギ
リ
ス
憲
法
（
加
藤
）

四
一

の
考
え
と
議
会
主
権
の
原
理
と
の
相
互
作
用
に
関
わ
る
問
題
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。S

ee M
ark E

lliott, “B
rexit, sovereignty, and the 

contem
porary B

ritish constitution: F
our perspectives on M

iller ”, at 1/4: https://publiclaw
foreveryone.com

/2016/12/16/

brexit-sovereignty-and-the-contem
porary-british-constitution-four-perspectives/

（
37
） R

eferendum
 A

ct 1975 

（c. 33

）. 

一
九
七
五
年
、
第
二
次
労
働
党
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
Ｅ
Ｃ
残
留
か
ど
う
か
を
問
う
国
民
投
票
を
行
い
、
残

留
が
承
認
さ
れ
た
。

（
38
） 

二
〇
一
一
年
総
選
挙
投
票
制
度
及
び
選
挙
区
法
（P

arliam
entary V

oting S
ystem

 and C
onstituencies A

ct 2011, 2011 c. 1.

）
こ
の
二

度
目
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
そ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
で
長
く
用
い
ら
れ
て
き
た
小
選
挙
区
制
に
替
え
て
対
案
投
票
制 A

lternative V
ote 

に
変
更

す
べ
き
か
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

（
39
） R

eferendum
s 

（S
cotland and W

ales

） A
ct 1997.

（
40
） N

orthern Ireland G
ood F

riday A
greem

ent R
eferendum

, 1998.

（
41
） 

﹇1965

﹈ A
C
 75.

（
42
） 

Ibid
., at p 101.

（
43
） M

aitland. 

ウ
ェ
イ
ド
は
、
そ
の
著
の
中
で
、
残
余
の
国
王
大
権
は
現
在
で
は
議
会
の
召
集
・
解
散
、
宣
戦
布
告
、
一
定
の
軍
隊
の
規
制
、
一

定
の
植
民
地
の
規
制
、
条
約
締
結
権
（
国
民
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
限
り
に
お
い
て
）、
栄
誉
の
授
与
な
ど
の
事
項
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
行
政
管

理
的
な
性
質
を
有
す
る
湯
つ
の
権
利
は
戦
時
に
お
け
る
敵
の
役
務
に
関
す
る
権
限
で
あ
る
。」（H

W
H
 W

ade, W
ade on A

dm
inistrative L

aw
, 

1
st ed., at p 13

）. 

（
44
） 

C
ase of P

roclam
ation

s

（1610

）12 C
o.R

ep 74; 

﹇1610
﹈ E

W
H
C
 K

B
 22. 

こ
の
判
決
で
、
当
時
、
国
王
大
権
へ
の
制
約
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
件
で
、
君
主
は
議
会
を
通
じ
て
の
み
法
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
45
） 

Z
am

ora 

﹇1916

﹈ 2 A
C
 77.

（
46
） 

A
ttorn

ey-G
en

eral v D
e K

eyser’s R
oyal H

otel L
td 

﹇1920

﹈ A
C
 508 

及
びF

ire B
rigad

s U
n

ion 

﹇1995

﹈ 2 A
C
 513

：
ミ
ラ
ー
事
件

最
高
裁
判
決
パ
ラ
三
八
参
照
。

（
二
九
三
）
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本
法
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八
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三
巻
第
二
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（
二
〇
一
七
年
九
月
）

四
二

（
47
） 

Ibid
., at p 575.

（
48
） 

﹇2009

﹈ A
C
 453.

（
49
） 

Ibid
., at para 44.

（
50
） 
テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
判
事≪

L
ord T

em
plem

an≫

は
、J

H
 R

ayn
er L

td
 v D

epartm
en

t of T
rad

e an
d

 In
d

u
stry 

﹇1990

﹈ 2 A
C
 418, 

476

で
「
政
府
は
条
約
に
つ
い
て
、
交
渉
し
、
締
結
し
、
遵
守
し
、
破
棄
し
、
拒
絶
し
、
ま
た
終
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
51
） 

ミ
ラ
ー
事
件
の
最
高
裁
判
決
パ
ラ
五
五
参
照
。

（
52
） JH

 R
ayn

er L
td

 case, at 500.

（
53
） C

am
pbell M

cL
achlan, F

oreign
 R

elation
s L

aw
 

（2014

）, at para 5.20.

（
54
） 

B
lackbu

rn
 v A

ttorn
ey-G

en
eral 

﹇1971

﹈ C
M

L
R
 784.

こ
の
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ロ
ー
マ
条
約
に
署
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
部
、

イ
ギ
リ
ス
の
議
会
主
権
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
事
件
の
控
訴
院
判
決
。

（
55
） 

Ibid
., at 789.

（
56
） 

﹇1920

﹈ A
C
 508.

（
57
） 

昨
年
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
保
守
党
大
会
で
メ
イ
首
相
は
、
企
業
や
投
資
家
の
不
透
明
感
を
払
拭
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
完
了
す

る
日
に
現
行
の
全
て
の
Ｅ
Ｕ
法
を
Ｕ
Ｋ
法
に
転
換
す
る
法
案
を
議
会
に
来
年
提
出
す
る
と
述
べ
た
。
二
〇
一
七
年
三
月
三
〇
日
に
、
離
脱
大
臣
で
あ

るD
avid D

avis

は
、
議
会
の
議
員
に
、
こ
の
法
案
は
三
つ
の
主
要
な
要
素three principal elem

ents

か
ら
成
る
で
あ
ろ
う
と
次
の
よ
う
を
前
に

誓
っ
た
：
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｕ
に
導
い
た
歴
史
的
法
律
（heroic law

）
を
廃
止
す
る
こ
と
、
二
つ
は
、
同
法
案
は
、B

rexit

後
に
法
的
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
陥
る
の
を
避
け
る
た
め
、
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
法
を
Ｕ
Ｋ
法
に
変
換
す
る
で
あ
ろ
う
。B

rexit

が
完
了
す
る
二
〇
一
九
年
半
ば
ま
で

に
何
千
と
い
う
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
命
令
（diktas

）
と
指
令
（directives
）
か
ら
な
る
Ｅ
Ｕ
法
を
Ｕ
Ｋ
法
に
替
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
三

つ
め
は
、
同
法
案
は
、
ブ
リ
テ
ン
が
Ｅ
Ｕ
を
離
れ
る
や
、
代
議
士
諸
君
の
た
め
に
必
要
な
権
限
を
創
出
す
る
で
あ
ろ
う
。S

ee T
elegraph

 N
ew

s 

on 30 M
arch 2017.

ま
た
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
一
日
の
女
王
が
議
会
で
述
べ
た
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
今
国
会
に
提
案
さ
れ
る
政
策
・
法
案
の
中
で
、

一
九
七
二
年
Ｅ
Ｃ
Ａ
を
廃
止
す
る
法
案
を
上
程
す
る
と
表
明
し
た
。S

ee Q
u

een
’s S

peech 2017.

（
二
九
四
）
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